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能
代
市
は
米
代
川
の
河

口
に
位
置
し
、

三
面
水
に
囲
ま
れ
た
砂
地
で
あ
る
。

海
岸
林

は
能
代
市
の
人
口
六
万
人
余
の
生
命
財
産
及
び
四
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
を
保
護
レ

て
い
る
。

や
、

位

　

置

秋
田
県
能
代
市
西
方
、

米
代
川
河

日
を
は
さ
ん
だ
日
本
海
沿
岸
砂
丘
で
、

後
谷
地
国

有
林
外
四
、

大
開
浜
国
有
林
外
工
の
団
地
よ
り
な

っ
て
い
る
。

、
面

積

■
腎

，
ヽ
ヽ
せ

マ

密

一
、

沿

　

革

能
代
市
の
西
方
日
本
海
沿
線
の
砂
丘
は
、

大
部
分
ク
ロ
マ
ツ
が
生
立
し
、

飛
砂
防
止

上
も

っ
と
も
重
要
な
位
置
に
あ
る
が
、

往
時
に
は
飛
砂
が
激
甚
を
き
わ
め
て
市
民
は

住
居
を
襲
わ
れ
、

あ
る
い
は
、

回
畑
を
埋
め
ら
れ
、

安
心
し
て
家
業
に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
。

問
、

前
　
期
　
（
一
七

一
一
年
！

一
八
二
〇
年
）

。　
一
七

一
一
年
、

約
二
五
六
年

前

（
正
徳
元
年
）
―

一
七
六
四
年
、

約

二
〇
三
年
前
・

（
明
和
元
年
）
の

五
三

年
間
に
わ
た
り
、

能
代
市
の
越
後
屋
太
郎
右

工
門
、

村
井

久
右

工
門
の
両
名
が
、

私
財
を
投
じ
、

苦
心
の
結
果
ク
ロ
マ
ツ
約
八
十
万
本
を
植

樹
、

内
三
十
万
本
の
生
育
に
成
功
し
た
と
い
う
。

そ
の
後
、

飛
秒
の
害
よ
り
よ
う

や
く
逃
れ
た
住
民
は
、

往
時
の
社
害
を
忘
れ
、

燃
料
の
採
取
、

砂
草
の
堀
取
等
に

よ
り
、

せ

っ
か
く
植
裁
に
成
功
し
た
ク
ロ
マ
ツ
林
も
次
第
に
後
退
し
、

ま
た
飛
砂

の
脅
威
を
受
け
る
に
至

っ
た
。

働
　
中
　
期
　
（
一
八
三
二
年
！

一
九
二
〇
年
）

一
八
三
二
年
、

約

一
四
六
年
前

（文
政
五
年
）
の
木
出
方
加
藤
景
林
は
、
こ
の
惨

状
を
見
る
に
し
の
び
ず
、

砂
防
林
の
造
成
に
あ
た
り
、

そ

れ

以

来

一
八
三
三
年

（
天
保
四
年
、

約

一
三
五
年
前
）
ま
で
、

十
二
年
間
に
わ
た
り
刻
苦
精
励

つ
い
に

ク
ロ
マ
ツ
七
十
万
本
を
植
裁
し
た
と
い
う
。

景
林
攻
後
、

そ
の
子
景
琴
が
父
の
遺

志
を
継
承
し
、

こ
つ
こ
つ
と
植
裁
し
た
も
の
が
、

さ
ら
に
三
十
万
本
に
達
し
、

現

在
の
ク
ロ
マ
ツ
老
令
林
は
、
ま

っ
た
く
こ
の
父
子
の
遺
業
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ

る
。

そ
の
林
令
は
五
〇
！

一
三
〇
年
で
、　

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
、

平
均
蓄
積
二
五

〇
が
に
達
し
、

現
在
飛
砂
防
止
保
安
林
に
編
入
さ
れ
、

施
業
上
特
に
考
慮
が
払
わ

れ
て
い
る
。

大
正
七
年
以
降
、

本
林
の
保
護
は
能
代
市
に
委
託
さ
れ
、

林
地
保
護
の
代
債
と
し

て
、

伐
跡
地
内
の
未
木
、

校
条
お
よ
び
落
業
の
無
伎
譲
与
を
お
こ
な

っ
て
き
た
の

で
あ
る
。
し
か
る
に
牛
馬
の
放
牧
、　

ハ
マ
ナ
ス
恨
皮
盗
採
の
た
め
砂
丘
を
堀
り
返
．

し
て
濫
採
し
、

風
は
そ
の
堀
り
取

っ
た
跡
に
吹
き
込
ん
で
攪
乱
し
、

た
ち
ま
ち
前

線
を
突
破
し
は
じ
め
、
ク
ロ
マ
ツ
林
は
飛
砂
に
饗
わ
れ
、

林
線
は
次
第
に
後
退
じ

能
代
市
の
安
否
が
ふ
た
た
び
気
遣
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一

さが
ふ彰
士時
十ヽ
間回
　
一
『
〇
・命
卜

一　
Ｎ
∞
Ｏ
・『
や

一　
　
　
∞
・岸や

一

岸
Ｃ
・Ｏ
Ｎ

一

∞
・岸
時

一　
岸
ド
・『
ｏ
一　
Ｈ
Ｃ
・〇
時

一

、
林

　

相

働
　
後
谷
地
外
四
国
有
林

能
代
市
西
方
砂
地
第
四
紀
沖
積
層
の
秒
土
よ
り
な
り
、

地
形
は
お
お
む
ね
平
坦
だ

が
、

林
地
内
に
は
数
個
の
砂
丘
列
が
あ
り
、

特
に
ク
ロ
マ
ツ
老
令
林
界
の
前
方
砂
】

丘
が
最
も
高
く
、

東
方
の
林
地
に
続
き
下
降
し
て
い
る
。

本
地
の
南
部
お
よ
び
西

部
前
線
地
域
は
、

民
有
地
を
買
上
げ
、

内
務
省
用
地
の
組
替
え
に
よ
り
編
入
し
た

も
の
で
あ
る
。

働
　
大
開
浜
外
二
国
有
林

こ
の
地
域
は
、

内
務
省
よ
り
の
組
替
え
地
で
、

前
記
後
谷
地
外
四
の
北
部
米
代
川

の
北
方
に
所
在
す
る
海
辺
の
砂
地
で
、

内
部
に
二
本
の
人
口
秒
丘
が
あ
り
、

お
お

む
ね
平
坦
で
あ
る
。

、
気
　
象

｛二

対

諄

　

帥
酎

∞
∞
涌

　

帥
時

ｌ
ｏ
ヽ

踊

　

付
「
さ

戸時
卜

河

宙
）
洋

コ

　

Ｚ
電

６
）
コ
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却
汁

哨
一も
ヨ
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喜
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倒
　
後
　
期
　
（
一
九
二
〇
年
以
降
）

営
林
当
局
は
、

重
要
事
業
と
し
て

一
九
二
〇
年

（大
正
十
年
）
か
ら
秒
防
施
設
を

始
め
た
。

飛
秒
の
根
源

は
後
谷
地
国
有
林
と
汀
縦
と
の
間
の
秒
地
と
、

こ
れ
に
通
中

な
る
旧
刷
村
の
飛
秒
地
に
あ
る
が
、

そ
の
後
数
回
に
わ
た
り
官
有
地
を
組
替
え
し

た
り
、

ま
た
災
害
防
止
林
業
施
設
事
業
と
し
て
海
岸
秒
防
林
の
造
成
の
た
め
に
、

昭
和
十
二
年
度
に
冊
村
か
ら
民
有
地
九

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
買
上
げ
し
て
徹
低
的
に

施
業
す
る
こ
と
に
な
り
着

々
そ
の
効
果
を
あ
げ

つ
つ
あ

っ
た
が
、

大
東
亜
戦
争
の

た
め
施
美
中
止
の
や
む
な
き
に
い
た
り
、

そ
の
後
、

造
成
さ
れ
た
秒
丘
は
破
壊
さ

れ
、

砂
地
は
移
動
を
開
始
し
、

成
林
し
た
ク
ロ
マ
ツ
林
は
約
六
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
に

わ
た

っ
て
埋
没
枯
死
し
、

逐
次
往
年
の
飛
砂
激
甚
地
の
様
相
を
塁
す
る
に
い
た
っ

た
。

そ
の
た
め
終
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年
、

営
林
署
は
ふ
た
た
び
鋭
意
砂
丘
の
復
¨

旧
に
つ
と
め
、

現
在
み
ら
れ
る
よ
う
な
立
派
な
砂
防
林
と
し
て
、

能
代
市
を
飛
砂

な
ら
び
に
潮
風
の
害
か
ら
防

い
で
い
る
。

五

十

年

の
歩

み

前
項
後
期
に
記
し
た
よ
う
に
、

営
林
当
局
か
重
要
事
業
と
し
て
大
正
十
年
秋
よ
り
砂

防
施
設
を
始
め
て
よ
り
丁
度
今
年
の
秋
で
満
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
意
義
あ

る
五
十
周
年
崇
を
何
ん
等
か
の
形
で
後
世
に
残
し
た
い
と
念
願
し
て
、

五
十
年
の
あ
ネ

に
手
を
付
け
ま
し
た
が
、

昭
和
二
十
四
年
の
能
代
市
大
火
で
営
林
署
を
焼
失
し
何

一
つ

海
岸
秒
防
林
に
つ
い
て
の
記
録
が
残

っ
て
お
ら
な
い
。

そ
れ
に
又
、

能
代
海
岸
砂
防
林

の
実
行
も
秋
田
営
林
局
直
営
で
実
行
し
た
り
、

又
営
林
署
が
実
行
し
た
り
で
、　

一
賢
し

た
実
行
経
体
が
取
ら
れ
て
お
ら
な
か
っ
た
事
も
色
々
な
記
録
や
経
過
の
分
散
に
成

っ
て

い
る
原
因
で
あ
り
、

残
さ
れ
た
も
の
は
富
樫
兼
治
郎
氏
の
書

い
た
文
献
と
、

富
樫
氏
ふ

り
時

々
工
事
に
対
し
て
の
注
意
や
ご
意
見
を
書
か
れ
た
手
紙
と
、

私
の
記
憶
に
頼
る
外

な
く
、

こ
の
細
い
道
と
不
完
全
な
る
資
料
に
も
と
づ
い
て
大
正
十
年
か
ら
現
在
に
至
る
「

能
代
の
海
岸
砂
防
林
の
経
過
を
た
ど

っ
て
見
る
。

当
時
は
能
代
港
町
で
あ

っ
た
町
の
西
方
、

榊
子
山

（
現
在
の
能
代
高
校
付
近

一
帯
）

は
後
谷
地
と
い
う
。

秋
田
藩
の
英
潔
、

加
藤
景
林
翁
が
、

文
政
天
保
に
か
け
て
砂
防
林
を
造
成
し
て
、

能

二

代
を
飛
砂
の
厄
災
よ
り
数

っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
。
そ
の
ク
ロ
マ
ツ
林
も
明
治
維
新

の
頃
、

林
政
の
弛
緩
を
よ
い
事
に
し
て
製
塩
そ
の
他
に
乱
伐
し
た
り
、

海
浜
に
自
生
す

る

ハ
マ
ナ
ス
の
根
を
染
料
に
す
る
た
め
堀
採
し
た
た
め
に
、

砂
地
は
著
し
く
荒
廃
し
だ
十

し
て
風
の
吹
く
日
の
飛
砂
は
吹
雪
の
如
く
に
林
内
に
吹
き
寄
せ
、

人
家
を
埋
め
、

往
時

造
成
し
た
砂
防
林
が
危
険
に
ひ
ん
し
た
け
れ
ど
も
市
民
の
関
心
が
締
い
の
で
、

こ
れ
で

は
い
け
な
い
と
当
時
小
林
医
署
長
、

苦
成
貞
助
氏
は
大
正
九
年
に
大
日
本
山
林
会
が
能
・

代
で
開
催
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、

全
国
の
会
員
に
現
地
の
後
谷
地
国
有
林
の
有
様
を
祝

察
さ
せ
た
。



こ
こ
で
、

木
田
静
六
先
生
が
現
地
で
砂
防
林
の
討
演
を
さ
れ
、

寸
時
も
捨
て
お
け
な

い
、

こ
の
ま
ま
で
は
能
代
の
町
を
秒
で
埋
め
る
の
も
遠
く
は
な
い
と
警
告
を
発
せ
ら
れ

た
。

天
下
の
大
先
生
の
ご
意
兄
で
あ
る
か
ら
市
民
を
藩
発
し
、

能
代
港
町
で
急
き

ょ
町

会

を
開
き
。

そ
の
善
後
処
置
を
相
談
し
た
結
果
各
方
面
に
陳
情
す
る
こ
と
が
満
場

一
致

で
議
決
し
た
。

町
長
笹
森
基
延
は
大
正
九
年
七
月
十
二
日
、

農
商
務
大
臣
、

秋
田
県
知
事
と
大
林
区

署
長
に
、

速
に
砂
防
施
設
の
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
陳
情
し
た
。

そ
う
し
て
、

翌
大
止
十
年
に
は
早
く
も
砂
防
工
事
の
実
施
を
見
る
に
至

っ
た
の
で
あ

る
。
こ
ん
な
に
速
に
実
現
し
た
の
は
、

陰

に
吉
成
貞
助
氏
が
あ
り
、

そ
の
指
導
宜
し
き

を
得
た
か
ら
で
あ

つ
て
、

先
見
の
明
の
鋭
ど
か

っ
た
こ
と
に
頭
が
さ
が
る
。

昭
和
二
十
七
年
五
月
三
日
新
憲
法
発
布
記
念
に
あ
た
り
、

能
代
を
飛
秒
の
猛
威
か
ら

救

っ
た
恩
人
加
藤
景
林
翁
の
百
二
十
年
祭
が
行
な
わ
れ
た
際
、

能
代
市
は
吉
成
氏
を
仙

台
よ
り
迎
え
て
表
彰
し
た
。

新
し
い
能
代
海
岸
林
三
〇
〇
町
歩
の
蒼
々
と
し
て
市
を
護

る
基
を
作

っ
た
の
は
、

吉
成
氏
な
ら
で
は
で
き
な
い
礎
で
あ

っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い

る

た
め
で
あ

っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
し
て
後
谷
地
国
有
林
の
海
岸
秒
防
工
事
は
大
正
十
年
の
秋
か
ら
始
め
ら

れ
、

最
初
は
大
林
区
署
の
長
島
朝
吉
氏

（
大

・
四
肥
）
の
指
導
の
も
と
に
、

佐

々
木
静

次
氏
が
事
業
を
担
当
し
て
実
行
し
た
。

翌
十

一
年
春
、

佐

々
木
氏
の
大
林
区
署
の
転
出
に
伴
な

っ
て
佐
々
木
氏
の
後
を
理

っ

て
富
樫
兼
治
郎
氏
が
造
林
担
当
す
る
と
共
に
海
岸
秒
防
も
担
当
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

当
時
の
事
を
富
樫
氏
は
こ
う
語

っ
て
い
た
。

　
　
　

私
が
砂
丘
に
興
味
を
感
じ
た
と

い
う
の
は
今
か
ら
す
れ
ば
彼
の
え
ん
え
ん
と
続
く
不
自
然
な
秒
丘
と
啄
木
の
詩
を
通
じ

て
の
こ
と
で
、

現
実
と
は
凡
そ
遠
い
も
の
で
、

荒
廃
極
り
な
き
秒
丘
地
に
突
き
当
た
る

と
、

ど
う
し
て
よ
い
か
見
当
が
つ
か
な
い
。

前
の
年
に
施
工
し
た
工
事
を
み
る
と
丘
を

造
る
柵
立
工
と
移
動
砂
丘
を
止
め
よ
う
と
し
て
林
内
に
形
成
し
た
砂
丘
の
後
退
を
防
ご

う
と
し
て
被
覆
し
た
業
管
賛
の
覆
砂
工
の
二
種
の
工
事
は
あ

っ
た
が
、

そ
の
作
用
と
目

的
を
考
え
て
み
る
と
合
点
が

い
か
ず
い
く
ら
考
え
て
も
わ
か
ら
な
い
。

数
多
い
視
察
者

に
そ
の
都
度
意
見
を
叩
い
て
も
納
得
の
い
く
よ
う
に
言

っ
て
く
れ
る
人
は

弥

ん

ど

な

い
。

そ
の
内
、

河
田
大
小
先
生

（大

・
三
、

東
大

・
林
）
は
太
平
洋
岸
の
秒
防
を
直
ち
に

海
岸
砂
地
造
林
事
業
五
十
年
の
な
み

能
代
海
岸
に
は
め
よ
う
と
無
理
な
説
明
を
さ
れ
る
。　

実
地
に
は
違

っ
た
も
の
に
な
る

が
、
し
か
し
う
な
づ
か
れ
る
も
の
が
多
く
、

寺
崎
渡
先
生

（明
治
三
四
、

東
大

・
林
）

の
視
察
は
密
で
、

説
か
れ
る
こ
と
も
鋭
く
、

祝
察
者
の
中
で
最
も
教
え
を
得
た
人
で
あ

る
。
当
時
視
察
者
の
意
見
を
書
き
綴

っ
た
も
の
を
読
む
と
、

真
剣
に
苦
心
し
た
時
分
が

な
つ
か
し
く
な
る
。

一
列
の
賛
立
工
の
位
置
を
決
定
す
る
に
何
日
考
え
て
も
迷
う
ば
か

り
で
、

遂
に
占
い
を
や
っ
て
決
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
の
頃
は
工
事
に
と
ら
わ
れ
て

Ｌ
来
上
っ
た
砂
丘
の
形
な
ん
て
想
像
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
迷

っ
た
の
も
当
然
で

あ
る
。

古
人
は
誰
か
ら
も
教
わ

っ
た
も
の
で
な
く
、

自
ら
案
出
し
た
方
法
で
、

次
に
丘
を
造

り
、

木
を
植
え
た
の
で
あ

っ
た
。

　
私
も
旧
記
録
を
読
ん
で

（
主
に
栗
田
定
之
丞
体
）
、

「
寒
向
法
」
を
知
り
、

尚

「
風
砂
を
防
ぐ
は
猶
水
を
防
ぐ
が
如
く
先
ず
そ
の
曲
折
と
方

向
を
明
ら
か
に
す
べ
し
。

而
し
て
岡
の
形
勢
に
従
い
風
の
陰
な
る
所
に
木
を
植
ゆ
れ
ば

必
す
繁
茂
す
べ
き
も
の
な
り
」
と
そ
の
観
察
の
鋭
さ
に
自
ら
頭
が
下
が
る
と
共
に
実
地

を
よ
く
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
た
。

そ
れ
で
先
ず
、
ク
ロ
マ
ツ
が
成
林
し
安
定
し
た
古
い
砂
丘
の
形
を
測

っ
た
り
、

暴
風

の
時

に
秒
丘
に
出
て
飛
砂
の
状
態
を
観
る
こ
と
に
努
め
た
。

観
察
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
古

人

の
言
う
こ
と
が
び

っ
た
り
く
る
。

結
論
と
し
て

「
私
は
砂
浜
を
あ
ま
り
い
じ
り
過
ぎ
て
居

っ
た
。

私
の
心
に
は
自
然
を

征
服
す
る
、

砂
を
喰

い
止
め
よ
う
と
闘
う
と
い
う
気
持
が
強
か
っ
た
。

考
え
て
み
れ
ば

人
間
の
力
が
自
然

に
抵
抗
す
る
と
か
、

征
服
す
る
な
ど
と
い
う
こ

と
は
お
こ
が
ま
し
い

こ
と
だ
。
自
然
に
従
順
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

飛
秒
が
お
き
た
ら
飛
砂
を
止
め
よ
う

と
せ
ず
、

飛
砂
が
独
り
で
鎮
ま
る
よ
う
に
仕
向
け
る
と
こ
ろ
に
砂
防
の
方
法
が
あ
り
、

決
し
て
自
然
に
逆
ら

つ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

若
し
砂
防
に

秘
訣
が
あ
る
な
ら
自
然
に
逆
ら
わ
ぬ
ｔ
と
だ
と
考
え
た
。

斯

々
い
う
よ
う
に
考
え
る
と
〕

秒
防
の
方
法
が
生
ま
れ
て
来
る
。

秒
地
に
は
砂
丘
が
自
然
に
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、

秒
丘
を
造
る
そ
の
距
離
間
隔
は
古

い
砂
丘
か
ら
得
る
。

高
さ
も
後
が
高
く
前
が
低

い
。
そ
れ
だ
か
ら
後
方
か
ら
施
工
に
か
か
り
次
第
に
前
方

に
及
ぼ
す
。

砂
丘
頂
も
水
平
に
し
て
風
の
集
散
を
整
え
る
と
い
う
ふ
う
に
、

私
は
海
岸

秒
防
は
自
然
に
逆
ら
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
再
び
強
調
し
た
い
。

三



海
岸
砂
地
造
林
事
業
五
十
年
の
歩
み

か
く
の
如
く
海
岸
砂
防
は
自
然
に
逆
ら
う
も
の
で
な
い
こ
と
を
確
か
め
、

さ
ら
に
科

学
的
に
海
岸
秒
防
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
研
賛
し
、

た
と
え
ば
極
浜
、

波
の
作
用

・
砂

成
囚

・
秒
の
大
き
さ

。
秒
の
成
分
及
び
重
さ

。
砂
の
酸
度

・
秒
地
含
有
木
分

・
砂
丘

・

秒
丘
の
形
状

・
海
岸
植
物

・
飛
秒

・
主
風
向
の
判
定

・
砂
丘
の
築
造

・
堆
秒
垣

・
覆
砂

土

・
静
秒
工
、

編
柵
工

・
砂
防
上
普
通
な
る
植
物
と
そ
の
繁
殖

・
安
定
砂
地
と
植
裁
樹

種

の
混
変
　
砂
地
含
有
本
分
か
ら
観
た
ク
ロ
マ
ツ
造
林
法

・
埋
斑

・
撫
育

・
被
覆

・
衝

立

工
等
試
験
に
試
験
を
重
ね
有
名
な

「
日
本
海
北
部
沿
岸
地
方
に
お
け
る
砂
防
造
林
」

と
題
し
て
昭
和
十
三
年
、

日
本
林
学
会
に
発
表
、

日
本
林
学
会
質
の
援
与
と
な

っ
て
顕

賞
さ
れ
、

海
岸
秒
防
造
林
の
根
幹
と
な
り
能
代
市
の
海
岸
秒
防
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
施

行
さ
れ
た
事
は
も
と
よ
り
で
あ
り
ま
す
。

今

こ
れ
等
個
々
の
項
目
に
耀
り
説
明
す
る
事
は
紙
面
の
関
係
上
不
可
能
と
思
わ
れ
ま

す

の
で
、

能
代
海
岸
朴
の
こ
れ
ま
で
に
至

っ
た
貫
要
項
目
だ
け
書
く
こ
と
に
す
る
。

一
、

秒

浜

の

形

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

砂
浜
の
生
成
に
は
波
決
と
沿
岸
流
か
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

砂
浜

は
一

般
に
直
線
文
は
弧
状
を
為
し
て
発
達
す
る
。
こ
れ
等
の
秒
浜
を
形
成
す
る
砂
は
何
処

か
ら
来
る
か
と

い
え
ば
、

波
決
に
よ

っ
て
初
底
よ
り
運
搬
さ
れ
て
来
た
り
、

あ
る
い

は
海
流
文
は
沿
岸
流
に
よ
り
運
搬
さ
れ
て
来
る
漂
砂
で
あ
る
。

沿
岸
流
が
、

海
岸
縦
の
湾
人
又
は
他

の
沿
岸
流
に
出
合
す
る
と
き
は
そ
の
速
度
を

減
じ
、

漂
秒
の

一
部
を
堆
積
さ
せ
て
砂
堤
を
形
成
す
る
。

又
秒
堤
は
波
浪
の
作
用
が

加
わ

っ
て
本
面
以
上
に
発
達
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
、

秒

の

成

因

砂
浜
を
造
り
、

又
造
り
つ
つ
あ
る
巨
量
の
砂
の
成
因
に
就
い
て
は
意
見
が
区

々
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
秒
は
本
質
的
に
は
岩
石
の
破
砕
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

問
題
か
な
い
。

今
区

々
な
る
説
を
総
合
し
て
み
る
と
大
体
次
の
如
く
な
る
。

火
山
作
用
に
よ

っ
て
で
き
た
も
の
、

海
底
の
浸
食
に
よ

っ
て
で
き
た
も
の
、

海
告
「

の
浸
食
に
よ

っ
て
で
き
た
も
の
、

山
地
の
浸
食
に
よ

っ
て
で
き
た
も
の
が
流
水
で
運

搬
さ
れ
た
も
の
。

大
河
の
存
す
る
処
、

必
ず
砂
浜
の
発
達
し
て
い
る
の
を
見
て
も
出

地
の
浸
食

に
よ

っ
て
生
ず
る
砂

は
非
常
に
多
い
。

四

当
能
代
は
寒
風
山
の
火
山
活
動
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
も
あ
る
が
、

大
体
は
山
地

の
混
食
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

米
代
川
の
流
路
七
七
八
筋
、

流
域
面
，

積

四
、〇

九
九
物
、

こ
れ
よ
り
吐
き
だ
す
流
秒
量
年
間
約
六
八
〇
０
３初

で
あ
る
。

仮
に
こ
の
砂
を
大
型
ダ
ン
プ
で
運
が
と
す
る
と
六
八
Ｏ
①
３れ

キ
ダ

ン
プ

一
台
四
３初
＝

一
七
〇
〇
台
と
な
る
。

↓
、

砂
地
の
合
有
木
分

砂
地
に
お
い
て
表
秒
を
除
け
ば
湿
秒
の
存
す
る
の
を
認
め
る
の
で

一
見
か
な
り
本

分
が
令
有
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

事
実
は
こ
れ
に
反
し
甚
だ
少
な
い
の
が
常
で
あ

、る
。

裸
砂
地
に
お
い
て
は
ス
さ
二
〇
糎
ま
で
の
含
有
量
は
四
！
五
％
に
過
ぎ
な
い
。

秒
地
の
含
有
水
分
の
給
源
は
、

地
下
水
、

雨
水
、

水
蒸
気
の
凝
結
等
に
因
る
地
上
に

降
る
雨
は
重
力
に
よ

っ
て
砂
粒
間
を
降
下
し
遂
に
地
下
水
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ

の
重
力
水
と
し
て
降
下
途
中
に
、

毛
管
水
と
し
て
秒
粒
問
に
保
留
せ
ら
れ
る
。

又
地

下
水
は
毛
管
現
象
に
よ

っ
て
砂
粒
間
を
上
昇
す
る
。

又
砂
地
含
水
分
は
そ
こ
に
育
す
る
植
物
の
繁
茂
の
程
度
及
び
種
類
に
よ

っ
て
量
及
！

び
分
布
の
状
態
か
異
な
り
、

裸
地
は
常
に
最
大
の
含
水
量
を
示
す
。
こ
れ
は
要
す
る

に
裸
地
に
お
い
て
は
秒
表
面
よ
り
蒸
発

に
よ

っ
て
失
う
水
分
よ
り
も
叢
生
地
の
そ
こ

に
生
育
す
る
値
物
の
通
発
作
用
に
よ
り
失
な
わ
る
る
水
分
の
方
が
多

い
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
現
象
は
造
林
上
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

富
樫
氏
が
、

か
つ
て
夏
季
能
代
海
岸

に
お

い
て
植
生
の
種
類
及
び
深
度
に
よ
り
如
何
に
水
分
が
分
布
す
る
か
を
調
査
し
た

四
〇
日
間
の
平
均
を
掲
げ
る
。
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い
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∞
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∞
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∞
・∞
Ｃ

一　
　
　
　
∞
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一

課
丼
　
封
出
さ
併
吊
く
ゝ
け
謝
さ
】
ず
付
麟
Ｓ
認
さ
付
載
さ
時
対
き

げ
汁
ナ
Ｓ
ハ
き
が
ｏ

砂

丘

砂
丘
の
種
々
相

砂
丘
と
は
風
の
作
用
に
よ

っ
て
出
来
た
土
地
の
高
ま
り
で
あ

っ
て
、

風
以
外
の

作
用
で
で
き
た
土
地
の
高
ま
り
は
砂
丘
で
は
な
い
。

又
同
じ
風
で
も
往
古
に
お
い

て
風
に
よ

っ
て
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
砂
が
擬
田
し
て
出
来
た
岩
石
が
水
の
た
め
に
浸
↓

食
さ
れ
て
丘
状
を
呈
す
る
も
の
が
あ

っ
て
も
砂
丘
と
は
呼
ば
な
い
。

次
に
砂
丘
の
種

々
相

一
、

砂
漣

・
乾

い
た
秒
の
上
に
風
が
吹
き
来
る
と
砂
表
面
に
波
形
の
波
紋
が
で
き
，

る
。
こ
れ
を
砂
題
と
呼
ぶ
。

二
、

舌
状
丘

・
植
物
を
骨
子
と
し
て
飛
砂
の
堆
積
し
た
小
丘
で
平
面
投
影
の
形
が

舌
の
形
を
塁
し
て
い
る
。

三
．

パ
ル
ハ
ン
ｏ
そ
の
形
か
ら
し
て
、

ろ
状
砂
丘
あ
る
い
は
三
日
月
砂
丘
等
色
々

の
名
前
で
呼
ば
れ
る
。

砂
丘
の
形
状

海
岸
砂
防
を
行
う
に
当

っ
て
は
多
く
の
場
合
秒
丘
を
築
造
す
る
必
要
が
出
来
て

く
る
。
こ
の
時
砂
丘
の
形
状
の
如
何
を
究
め
た
上
で
取
り
か
か
る
こ
と
は
設
計
者

の
当
初
に
お
け
る
最
も
種
要
な
こ
と
で
あ
る
。

「
砂
丘
は
風
上
面
の
傾
斜
は
緩
で
風
下
面
の
傾
斜
は
急
で
あ
る
ピ
と
い
う
こ
と
に

帰
す
る
。
こ
の
こ
と
は
当
市
の
畠
町
通
り
の
砂
丘
又
は
、

大
森
神
社
の
砂
丘
が
見

く
表
わ
し
て
い
る
。

海
岸
秒
地
造
林
事
業
五
十
年
の
歩
み

天
然
砂
丘
は
天
然
現
象
に
対
し
て
最
も
抵
抗
力
の
強
い
形
で
あ
り
、

か
つ
安
定

の
形
状
を
呈
す
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
今
仮
り
に
天
然
砂
丘
の
横
断
面
を

観
る
時
は
幾
列
か
の
平
行
し
た
分
砂
丘
か
ら
成
る
。
そ
の
各
分
砂
丘
の
頂
点
を
結
”

ぶ
と
き
は

一
直
線
と
な
っ
て
、

而
も
汀
線
に
お
い
て
変
わ
る
よ
う
な
形

を

塁

す

る
。

而
し
て
風
下
面
の
傾
斜
は
風
上
面
よ
り
常
に
急
傾
斜
を
為
し
て
下
る
。

中
、

飛
　
　
砂

砂
は
風

に
よ

っ
て
移
動
す
る
。

大
粒
の
秒
は
短
距
離
を
飛
行
し
て
落
下
す
る
よ
う
な
．

跳
躍
運
動
を
続
け
て
前
進
し
、

極
め
て
小
粒
の
砂
は
空
中
を
飛
行
す
る
。

か
く
の
如
く

五

( 1 ) ｀



海
岸
秒
地
造
林
事
業
五
十
年
の
歩
み

風

に
よ

っ
て
砂
の
移
動
す
る
現
象
を
飛
砂
と
い
う
。

飛
砂
量
は
地
貌
の
状
態
、

風
の
強
弱
、

秒
粒
の
大
小
、

比
重

及
び
乾
湿

の
状
態
に

よ

っ
て
異
な
る
。

飛
秒
被
害
の
う
ち
、

人
畜

の
受
け
る
祉
害
は
目
に
着
き
や
す
い
。
さ
れ
ど
飛
砂
被
害

よ
り
観
る
と
き
は
大
な
る
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
森
林
耕
地
の
受
け
る
被
害
と
、

こ

れ
が
為
に
間
接
的
に
発
展
を
阻
止
さ
れ
る
被
害
の
方
が
よ
り
以
上
大
き
な
も
の
と
考
え

攻０
。往

時
の
秒
防
は
直
接
的
被
害
の
防
除
に
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、

今
日
の
秒
防
は
国
上
の

保
全
は
勿
論
、

衛
生
及
び
産
業
の
発
達
を
目
標
と
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

飛
砂
が
森
林
を
現
う
と
き
は
、

あ
た
か
も
垣
の
作
用
を
し
て
風
力
を
減
殺
す
る
た
め

風
が
運
ん
で
き
た
秒
は
林
内
に
密
し
て
雑
積
さ
せ
る
。

堆
積
を
撫
り
返
し
て
時
林
木
は

早
晩
枯
死
す
る
。

埋
没
し
つ
つ
あ
る
林
木
が
賛
垣
の
作
用
を
為
さ
ぬ
よ
う
に
な
れ
ば
林
内
に
堆
積
し
た

砂
や
、

前
面
か
ら
来
る
砂
は
ふ
た
だ
び
内
部
に
飛
び
込
ん
で
林
木
を
押
没
し
、

更
に
内

部

に
堆
積
す
る
に
至
り
、

こ
れ
を
繰
り
返
し
て
遂
に
森
林
を
破
壊
し
て
し
ま
う
。

飛
秒

の
被
害
は
秒
と
雪
と
が
合
し
た
場
合

一
層
猛
烈
と
な
る
。

砂
の
み
の
場
合
は
、

秒
は
粘
着
性
か
乏
し
く
林
木
の
枝
染
に
附
着
す
る
量
も
少
な
い
の
で
あ
る
か
、

吹
■
の

時

に
は
雪
は
枝
業
を
問
わ
ず
附
着
し
、

林
木
を
押
し
倒
さ
ん
と
し
、

こ
こ
さ
吹
砂
が
飛

び
込
ん
で
来
て
、

雪
冠
そ
の
他
に
喰
い
込
む
。

多
く
の
場
合
、

砂
と
雪
と
は
互
層
と
な

っ
て
林
本
の
周
囲
、

又
は
そ
の
上
に
堆
積
す

る
。

こ
の
場
合
、

林
木
の
受
け
る
被
害
は
す
こ
ぶ
る
大
き
い
。

即
ち
雪
の
沈
降
力
の
外

に
飛
砂
の
貢
量
が
加
あ
る
の
で
あ
る
。

砂
の
重
さ
は
水
分
を
含
む
か
ら

一
が
あ
た
り
約

中
Ｔ

に
当
る
。

か
よ
う
に
飛
砂
の
破
喫
力
に
よ
る
常
威
と
遠
大
な
る
計
画
に
基
ず
く
海
岸
砂
防
林
に

対
し
て
富
樫
兼
治
郎
氏
は
か
く
警
告
を
し
て
お
る
。

「
近
頃
、

可
耕
地
は
何
処
で
も
開
放
で
き
る
と
い
う
考
え
か
ら
、

海
岸
林
の
開
放
を

追

っ
て
来
る
者
が
少
な
く
な
い
。

海
岸
秒
防
の
終
局
の
目
的
は
砂
地
の
利
用
と
内
部
一

の
保
護
に
在
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

吾

々
は
そ
の
開
放
す
る
に
苔
な
も

の

で

は
な

い
。

然
れ
ど
も
、

我

々
が
今
日
計
画
し
実
行
し
て
居
る
海
岸
秒
防
は
決
し
て
単
な
る

六

飛
砂
の
鎮
定
で
は
な
く
、

数
十
年
あ
る
い
は
数
百
年
の
間
に

一
度
起
こ
る
で
あ
ろ
う

津
波
、

あ
る
い
は
風
災
を
考
慮

に
入
れ
た
施
設
で
あ
る
。

静
穏
の
日
に
目
前
に
飛
砂

防
風
林
が
出
来
た
か
ら
安
全
だ
と
思

っ
て
解
放
を
叫
ぶ
が
畑
き
こ
と
あ
ら
ば
、

あ
ま

り
に
も
海
岸
の
重
要
性
を
理
解

せ
ぬ
も
の
と
言
わ
ぬ
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
は
当
路
者

の
覚
醒
を
望
む
も
の
で
あ
る
ピ

〓
、

秒

丘

の

築

造

秒
防
工
事
に
お
い
て
秒
丘
を
築
造
す
る
こ
と
は
す
こ
が
る
多
い
。

従

っ
て
砂
丘
の
築

”造
は
砂
防
工
事
上
最
も
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。

砂
丘
の
築
造
に
当
た

っ
て
注
意
を
要
す

る
。こ

と
は

「
秒
丘
の
位
置
」
、

熟
ν
丘
の
走
行
」
、

「
砂
丘
の
高
さ
及
び
砂
丘
の
形
状
」
で

あ
る
。

前
砂
丘
の
位
置
は
砂
丘
風
上
面
脚
の
末
端
か
そ
の
地
方
に
お
い
て
最
も
大
な
る

激
浪
に
も
浸
食
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
地
点
に
置
か
し
め
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
然
か
ら

ず
し
て
波
浪
に
よ

っ
て
混
食
さ
れ
れ
ば
前
砂
丘
は
破
壊
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
海
に
あ

っ
て
は
こ
の
線
は
大
体
平
均
海
水
面
よ
り
五
米
の
高
さ
を
有
す
る
地
点

を
結
ぶ
も
の
で
あ
る
。

前
砂
丘
の
内
部
に
築
設
す
る
砂
丘
の
位
置
は
地
形
に
よ

っ
て
も

異
な
る
け
れ
ど
も
両
秒
丘
の
高
さ
の
差
の
四
十
倍
以
上
離
す
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
高
さ
を
定
め
た
と
き
は
、

自
ら
秒
丘
の
築
設
は
最
高
方
の
砂
丘
よ
り
着

手
し
、

次
第
に
前
進
せ
し
め
最
後
に
前
砂
丘
を
築
造
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
順
序
を

誤
る
と
き
は
失
敗
に
帰
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
、

砂

丘

の

走

行

秒
丘
の
走
行
を
い
か
に
採
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、

大
体
次
の
三
つ

の
方
法
が
あ
る
。

側
　
主
風
に
両
角
な
ら
し
め
る
法

例
　
海
岸
線
に
併
行
せ
し
め
る
法

倒
　
側

及
び

例

の
折
衷
法

前
記
三
者
は
何
れ
も

一
長

一
短
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
を
総
合
し
て
考
え
る
と
き
に

は
海
岸
線
に
併
行
す
る
よ
う
な
走
行
を
採
ら
し
め
る
こ
と
が
最
も
良
法
で
あ
る
と
考

え
る
が
故
に
こ
の
方
法
で
能
代
の
砂
丘
を
築
設
し
て
い
る
。

一
、

人
工
秒
丘
の
形
状

人
工
秒
丘
の
形
状
の
重
要
な
こ
と
は
砂
丘
頂
で
あ
る
。

「
砂
丘
頂
は
水
平
な
ら
ざ
る
。



ぺ
か
ら
ず
」
と
は
諸
戸
博
士
の
埋
木
及
び
秒
防
工
学
海
岸
編
で
説
か
れ
て
い
る
。

海
岸
砂
防
は
自
然
現
象
に
対
す
る
施
業
で
あ
る
が
、

従
来
こ
の
施
説
を

「
自
然
と
抵

抗

す
る
」
も
の
と
し
て

一
部
分
成
功
す
れ
ば

「
自
然
を
征
服
」
し
た
と
考
え
た
人
も
あ

る
。

従

っ
て
施
工
の
方
法
も
風
を
制
え
、

砂
を
鎮
圧
す
る
と
い
う
よ
う
な

仕

方

で
あ

る
。

例
え
ば
汀
緑
近
く
に
大
き
な
秒
丘
を
築
け
ば
砂
を
喰
い
止
め
得
る
ん
だ
と
い
う
よ

う

な
考
え
方
で
あ
る
。

然
し
、

人
間
の
力
で
は
到
底
自
然
力
に
勝
て
る
と
は
思
わ
な
い
。
勝
て
る
と
思
う
な

ら
大
き
な
間
違

い
で
あ
る
。

海
岸
砂
防
で
も
自
然
に
逆
ら
う
の
は
や
め
て
、

自
然
の
法
則
に
か
な

っ
た
方
法
を
見

い
出
し
て
施
工
を
進
め
て
行
く
べ
き
と
信
じ
る
。

が
故
に
海
岸
防
砂
に
対
す
る
根
本
の

」考
え
方
で
あ

っ
て
、

風
と
の
施
工
は
こ
こ
に
発
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

従

っ
て
施
工
法
も
砂
丘
頂
が
水
平
に
な
る
よ
う
最
初
か
ら
考
え
て
堆
秒
さ
せ
ね
ば
な

ら

な
い
。

一
、

堆

秒

垣

人
工
に
よ

っ
て
砂
丘
を
築
造
す
る
に
は
風
力
を
和
ら
げ
風
を
し
て
秒
を
放
榔
さ
こ
堆

秒

せ
し
む
る
方
法
を
譜
ず
る
。

施
工
上
の
注
意
と
し
て
は
、

枕
の
間
隔
は
普
通
二
米
と
し
、

所
定
の
区
間
は
直
線
と

な
り
枕
の
頭
頂
が
水
平
と
な
る
よ
う
に
施
工
し
、

賛
の
密
度
と
雅
砂
と
は
密
接
な
関
係

が
あ
り
，

問
隙
は
適
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

遮
風
体
と
問
隙
と
の
割
合
に

一
対

一

な

い
し
二
対

一
が
適
当
で
あ
る
。

一
、

覆
　
砂
　
工

秒
丘
の
崩
壊
の
拡
大
を
防
止
し
、

あ
る
い
は
砂
丘
の
移
動
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
と

き

は
目
的
個
所
を
被
硬
し
て
風
の
崩
壊
作
用
が
直
接
丘
に
及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
に
す
る
工
事

で
あ
る
。

施
工
上
の
注
意
と
し
て
は
地
均
し
を
し
て
地
形
の
変
化
を
少
な
く
し
法
切
を
し
て
傾

斜

の
緩
和
を
計
る
必
要
が
あ
る
。

傾
斜
は
施
工
後
植
栽
の
関
係
も
あ
る
か
ら
出
来
る
だ

け
緩
斜
と
す
る
こ
と
は
す
べ
て
の
点
よ
り
望
ま
し
い
。

賛

の
張
付
後
は
速
に
固
定
さ
せ

る
為
に
ア
キ
ダ
ミ
の
打
木
あ
る
い
は
植
付
け
を
行
な
う
こ
と
が
得
策
で
あ
る
。

海
岸
秒
地
造
林
事
業
五
十
年
の
歩
み

一
、

静

砂

エ

静
秒
工
の
目
的
は
あ
る
区
域
の
砂
地
を
全
面
的
に
鎮
め
る
も
の
と
い
う
に
あ
る
が
、

覆
砂
工
と
異
な
る
は
砂
表
面
を
被
覆
す
る
も
の
で
は
な
く
、

秒
地
を
小
さ
く
区
画
し
て

秒

の
移
動
を
そ
の
小
区
山
内
で
行
な
わ
せ
、

他
の
区
域
に
及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
に
す
る
の
が

第

一
の
目
的
で
、

こ
れ
と
同
時
に
使
用
材
料
に
よ
り
砂
地
に
水
分
を
与
え
、

か
つ
植
物

の
種
子
を
提
ら
え
て
発
生
を
促
が
そ
う
と
す
る
の
が
第
二
の
目
的
で
あ
る
。

、静
砂
工
は
全
面
的
鎮
秒
を
図
る
工
事
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を

一
局
部
に
施
行
す

る
と
き
は
前
面
よ
り
来
る
砂
を
抑
留
し
施
行
地
内
の
砂
を
後
方
に
飛
ば
さ
ぬ
こ
と
に
な

る
か
ら
、

凹
地
を
高
め
地
表
の
変
化
を
少
な
く
す
る
。

施
行
上
の
注
意
、

飛
秒
の
程
度
に
よ
り
砂
地
を
四
米
方
形
、

二
米
方
形
、

あ
る
い
は

長
辺
を
主
風
に
直
角
と
す
る
四
米
、

二
米
の
短
形
に
区
画
線
の
と
こ
ろ
に
藁
を
立
て
る

の
で
あ
る
。

藁

の
立
て
方
は
浦
を
堀
り
根
本
を
風
上
に
向
け
藁
の
中
央
を
満
の
中
心
に
置
き
、

そ
、

の
上
に
堀
り
上
げ
た
砂
を
元
の
藩
が
堀
る
程
度
に
か
け
、

藁
の
根
本
も
先

も

上

方

に

向

っ
て
立
つ
よ
う
に
す
る
。

特
に
注
意
す
る
事
は
立
藁
の
際
に
は
か
な
り
簿
く
通
風
度

を
大
き
く
し
て
広
い
範
囲
で
風
力
を
弱
む
べ
き
で
あ
る
。

一
、

編
　
柵
　
工

こ
こ
に
記
す
る
編
柵
は
波
打
ち
際

に
設
置
す
る
編
柵
工
を
指
す
も
の
で
、

普
通
に
い

う
二
級
編
柵
で
あ
る
。

編
柵
工
の
目
的
に
越
波
を
多
く
す
る
こ
と
は
海
中
よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
る
砂
を
多
く

す
る
。
そ
れ
で
凹
入
を
整
理
し
、

か
つ
、

こ
こ
に
越
波
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
砂
堤

を
設
置
す
れ
ば
汀
線
に
お
い
て
風
を
整
理
し
、

風
を
和
ら
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、

越
波

を
防
ぎ
、

更
に
寄
波
の
力
の
差
を
少
な
く
し
、

海
中
よ
り
上
る
砂
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
出
来
、

砂
防
施
設
上
効
果
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

施
工
場
の
注
意
、

波
は
砂
地
の
ど
の
辺
ま
で
昇
る
か
と
い
え
ば
、

浜
の
形
に
よ

っ
て

異
な
る
け
れ
ど
も
汀
線
に
秒
草
類
の
生
育
し
て
い
る
あ
た
り
は
、

稀
に
は
波
も
上
る
が

常

に
は
上
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

そ
の
部
分
は
平
均
海
水
面
か
ら
日
本
海
で
は
お

お
よ
そ

一千
七
〇
米

位
と
な
る
。

　
暴
風
の
激
浪
が
陸
上
に
押
し
よ
せ
た
後
で
も
大
体

四
・〇
〇
米
、

稀
に
は
四
二

〇
米
位
ま
で
波
が
上
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
最
高
浸
水
線
の

七



海
岸
秒
地
池
林
事
業
五
十
年
の
歩
み

高
さ
は

四
・五
〇
！
五
Ｆ
Ｏ
Ｏ

と
し
て
計
画
し
、

前
記
の
汀
線
の
凹
入
の
個
所
、

　
つ
ま

り
生
車
限
界
を
結
ぶ
線
に
併
行
し
、

し
か
も
直
線
に
編
柵
工
を
施
し
て
雅
砂
さ
せ
、

低
い

い
砂
丘
を
築
造
す
る
。

砂
堤
が
出
来
上
れ
ば
速
に
秒
草
類
を
植
え
付
け
る
。

一
、

砂
　
丘
　
造
　
林

ど
こ
ま
て
も
砂
丘
は
地
形
に
よ

っ
て
独
り
で
飛
砂
が
鋏
ま
る
よ
う
な
施
行
を
し
、

こ

れ
を
永
久
的
に
安
定
さ
せ
る
た
め
に
造
林
を
す
る
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。従

っ
て
植
栽
は
決
し
て
急

い
で
は
な
ら
ぬ
。

往

々
に
し
て
植
栽
を
急
ぎ
、

自
絶
自
縛
‐

に
陥
る
こ
と
が
あ
る
か
、

植
栽
時
期
の
到
来
し
な
い
前
に
植
え
付
け
る
こ
と
は
、

そ
の

後

の
施
工
を
不
自
然
な
も
の
に
し
が
ち
で
あ
る
か
ら
特
に
留
意
せ
ら
れ
た
い
。

一
、

内
部
砂
丘
の
固
定

海
岸
防
秒
を
安
定
せ
し
む
る
に
は
幾
列
か
の
砂
丘
を
築
造
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の

位
置
は
前
述

（
砂
丘
の
築
造
）
の
よ
う
に
そ
の
内
部
の
第

一
秒
丘
が
築
造
の
目
的
を
達

す
れ
ば
、

第
二
の
砂
丘
の
築
造
に
取
り
か
か
り
て
、

飛
砂
が
し
ず
ま
り

か

け

る

の
を

待

っ
て
第

一
秒
丘
に
ア
キ
グ
ミ
、

ネ
ム
等
の
雑
草
木
を
植
え
付
け
セ

こ
れ
を
固
定
し
、

第
二
砂
丘
の
築
造
が
終
れ
ば
そ
の
回
定
に
取
り
か
か
る
と
共
に
、

第
三
砂
丘
の
築
造
を

す
る
。
こ
の
第

一
、

第
二
秒
丘
間
に
は
主
林
木

（
主
と
し
て
ク
ロ
マ
ツ
）
を
植
え
付
け

す
る
。
し
ば
ら
く
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
遂
に
防
砂
林
を
造
る
の
で
あ
る
。

即
ち
内
部
ぷ

り
海
岸

に
向
か
っ
て
次
第
に
工
事
を
進
め
、

安
定
し
て
く
る
に
つ
れ
、

先
に
な
る
べ
く

土
地
を
肥
次
に
す
る
沖
木
あ
る
い
は
雑
草
を
植
え
付
け
し
固
定
し
、

土
地
条
件
が
造
林
中

に
適
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
初
め
て
ク
ロ
マ
ツ
の
如
き
主
林
木
を
植
栽
し
て
防
砂
林
を
作

る
の
で
あ
る
。

秒
防
林
も
内
部
よ
り
海
岸
に
向
い
前
秒
丘
の
肯
後
ま
で
拡
大
す
る
。

前
砂
丘
の
外
方
汀
線
ま
で
は
浬
木
と
砂
草
類
の
生
育
地
と
し
て
海
中
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
る
秒
を
こ
こ
に
抑
留
し
て
内
部
に
吹
き
と
ば
さ
れ
ぬ
よ
う
に
す
る
。

飛
秒
量
あ
少
″

な
い
と
き
は
前
砂
丘
の
前
の
方
ま
で
も
植
栽
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、

秒
丘
地
の
利
用
が
促
進
さ
れ
、

又
漁
附
林
の
造
成
を
考
え
る
な
ら
ば
飛
秒

の
区
城
を
狭
め
、

か
つ
飛
砂
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

↓八

一
、
ク
ロ
マ
ツ
造
林

秒
防
造
林
に
は
最
も
ク
ロ
マ
ツ
が
使
用
さ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
に
グ
Ｐ
マ
ツ
造
林
法
を

述
べ
る
。

問
　
砂
地
が
充
分
安
定
し
た
後
に
植
え
付
け
す
る
こ
と
。

砂
地
に
植
物
が
発
生
す
る
の
は
砂
地
が
そ
の
植
物
の
生
活
に
適
す
る
に
至

っ
て

か
ら
で
あ
る
。

今
人
工
で
植
え
付
け
た
と
す
れ
ば
砂
地
が
植
栽
木
に
適
す
る
状
態

に
な

っ
て
お
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・　
　
海
岸
秒
丘
の
安
定
は
正
域
的
に
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、

工
事
が
進
む
に
つ
れ

て
、
こ
こ
か
し
こ
に
散
在
的
に
生
じ
、

そ
こ
を
中
心
と
し
て
あ
た
か
も
波
の
述
え
・

る
が
如
く
次
第
に
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。

植
栽
も
自
然
発
生
の
状
態
に
微

っ
て
行
な
う
こ
と
が
肝
要
で
、

決
し
て
画

一
的
一

に
植
栽
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

前
に
も
述
べ
た
と
お
り
飛
砂
は
地
形
に
よ

っ
て
鎮
ま
り
て
そ
の
安
定
を
永
く
な

ら
し
め
る
た
め
に
そ
こ
に
森
林
を
造
成
す
る
の
で
あ
る
。

働
　
水
分
の
基
調
と
す
る
造
林
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
は
砂
地
の
含
有
水
分
の
項
で
述
べ
た
の
で
省
略
す
る
。

働
　
埋
藁
は
ク
ロ
マ
ツ
一
本
当
り

〓
一五
Ｏ

ｇ
ｌ
四
〇
Ｏ

ｇ

ま
で
苗
木
の
根
の
先
端

よ
り
補

々
下
方
に
埋
め
、

堀
り
上
げ
た
湿
秒
で
藁
の
見
え
ぬ
程
度
に
覆
う
。

苗
木
は
埋
藁
の
す
ぐ
上
に
う
え
つ
け
る
。
う
え
付
け
の
深
さ
は
苗
木
が
苗
圃
に

あ

っ
た
時
よ
り
も
僅
か
に
深
う
え
す
る
程
度
と
す
る
。
こ
れ
は
砂
地
に
は
凹
凸
が

あ
り
、

風
の
為

に
砂
が
多
少
移
動
し
て
も
根
部
を
露
出
さ
せ
ぬ
た
め
で
あ
る
。

埋

藁

の
植
栽
木
に
与
え
る
効
果
は
秒
中
水
分
を

一
時
貯
蔵
し
て
必
要
に
応
じ
て
こ
れ

を
苗
木
に
与
え
る
作
用
を
す
る
。

埋
藁
の
水
持
ち
は
甚
だ
大
き
く
、

藁
の
乾
燥
量
に
比
し
三
倍
―
五
倍
に
及
び
埋
」

藁

に
接
す
る
秒
粒
の
含
水
量
は
、

埋
藁
よ
り
七
〇

∽
離
れ
た
同
深
の
砂
層
の
含
本

量
よ
り
も

一
・五
％

な
い
し
　
一
・
○
％

内
外
の
水
分
を
多
く
含
有
す
る
。
し
か

し
埋
藁
の
保
水
力
は
い
つ
で
も
持
続
す
る
も
の
で
は
な
い
。

埋
藁
は
追

々
腐
朽
し
遂
に
有
機
質
肥
料
と
な

っ
て
砂
地
の
地
力
を
増
す
も
の
で

あ
る
が
、

埋
藁
と
し
て
水
分
量
の
増
加
は
大
体
二
年
位
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



問
　
衝
立
工

（
こ
の
工
法
は
栗
田
定
之
丞
氏
の
考
楽
せ
る
寒
向
法
で
あ
る
）

衝
立
工
は
主
と
し
て
、

風
避
け
即
ち
寒
風
の
防
火
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
が

植
栽
本
の
水
分
摂
取
上
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
は
見
逃
し
得
な
い
。

即
ち
そ
の
作

用
は

「
風
を
送
り
苗
木
の
動
揺
を
少
な
く
す
る
為

に
根
糸
に
伝
わ
る
振
動
を
防
止

し
、

水
分
摂
収
上
有
効
な
ら
し
め
る
外
に
、

過
度
の
通
発
作
用
を
防
止
す
る
。

降
雨
の
際
は
雨
滴
を
こ
れ
に
受
け
て
秒
中
に
導
き
、

植
栽
本
の
根
糸
に
送
る
。
ま

た
地
求
に
庇
陰

■
与

え
地
温
の
上
昇
を
防
ぎ
、

蒸
発
を
減
じ
地
中
水
分
の
減
少
を

防
止
す
る
。

衝
立
工
は
植
栽
木

一
本

一
本
に
施
行
し
保
護
を
行
う
の
で
、

秒
地
Ｗ
栽

に
は
■

要
な
工
柱
で
あ
り
、

栗
凹
定
之
丞
氏
か
造
林
に
成
功
さ
れ
た
の
も
こ
の
方
法
に
よ

る
事
は
寒
向
法
に
よ

っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
　
タ
ロ
マ
ツ
の
母
樹

よ
く
こ
の
ク
ロ
マ
ツ
の
母
樹
は
ど
こ
か
ら
持

っ
て
来
た
も
の
だ
ろ
う
と
質
問
を

受
け
る
が
、

現
在
に
お
い
て
秋
田
、

山
形
両
県
下
に
は
ク
ロ
マ
ツ
が
至
る
所
に
生

立
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
地
方
に
は
昔
よ
リ
ク
ロ
マ
ツ
が
あ

っ
た
も
の
で
は

な
く
、

過
去
に
お
い
て
他
地
方
か
ら
移
植
し
た
母
樹
か
ら
緊
殖
し
た

も

の

で

あ

攻
勺
。本

邦
海
岸
林
の
分
布
及
び
旧
記
か
ら
し
て
能
代
の
海
岸
林
は
塩
傘
方
面
よ
り
移

入
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

さ
れ
ば
秋
田
県
の
海
岸
の
ク
ロ
マ
ツ
の
祖
先
は
仙
台
地
方
に
あ
り
、

山
形
県
海

岸

の
ク
ロ
マ
ツ
は
能
登
地
方
に
あ
る
と
い
う
。

仙
台
地
方
の
ク
ロ
マ
ツ
は
天
和
年

代
に
お
い
て
仙
台
藩
主
が
遠
洲
浜
松
よ
り
種
十
を
取
り
寄
せ
、

石
森
某
を
し
て
苗

木
を
仕
立
て
さ
せ
植
え
付
け
た
事
が
記
録
に
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
あ
ま
り
に
専
問
的
に
渡
り
記
述
致
し
ま
し
た
が
、

こ
の
こ
と
は
現
在
能
代
市
の

砂
防
林
を
形
成
す
る
に
あ
た
り
重
要
な
事
柄
で
あ
り
、

こ
の
何

一
ツ
の
項
目
に
し
て
も

こ
れ
ま
で
の
結
論
に
対
す
る
ま
で
の
当
時
者
、

主
に
富
樫
兼
治
郎
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
苦

心
と
た
ゆ
み
な
き
研
究
，

そ
の
他
色

々
の
名
士
の
文
献
、

助
言
と
、

本
当
に
血
と
汗
に

よ
り
積
重
ね
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
を
実
行
と
併
行
し
或
い
は
成
功
又
は
失
敗
を
祉
ね

て
。

本
国
の
現
在
見
ら
れ
る
能
代
海
岸
秒
防
朴
の
基
礎
を
造
り
上
げ
た
の

で

あ

り

ま

海
岸
秒
地
造
林
事
未
五
十
年
の
な
み

す
。こ

の
苦
心
談
を
二
三
述
べ
て
み
る
。

能
代
市
の
渡
部
伯
文
氏
は
大
正
十

一
年
、

十
二
年
頃
は
宮
樫
兼
治
郎
氏
の
第

一
の
子

分
（
失
礼
）
と
し
て
・海
岸
砂
防
林
に
活
躍
し
た
も
の
で
、

富
樫
氏
と
共
に
日
本
海
の
植
生
．

の
調
査
及
び
秒
草
の
採
取
の
た
め
北

は
北
滞
か
ら
南
は
男
鹿
市
ま
で
ト
ボ
ト
ポ
と
歩
い

て
砂
草
の
採
取
を
行
い
、

能
代
海
岸
に
は
ど
ん
な
砂
草
が
適
当
か
、

適
当
な
砂
草
の
量

な
ど
祥
細
に
調
査
し
、

そ
の
苦
げ
か

っ
た
事
を
今
で
も
伯
文
氏
は
話
さ
れ
る
。

昭
和
三
十
二
年
頃
と
思
う
が
、

富
樫
氏
が
能
代
海
岸
に
祝
察
に
見
え
ら
れ
た
そ
の
時

伯
文
氏
と
私
が
同
伴
し
た
が
、

た
ま
た
ま
落
合
海
岸
で

一
本
の
砂
草
を
富
樫
氏
が
伯
文

氏

に
示
さ
れ
て
、

こ
の
草
何
ん
と
い
う
か
知

っ
て
い
る
か
ね
、
と
問
わ
れ
た
が
思
い
出

せ
な
い
で
お

っ
た
処
、

富
樫
氏
が
、

こ
れ
は
良
く
君
と
共
に
砂
草
の
調
査
で
歩
い
て
見
一

つ
け
た
草
だ
よ
、
と
い
わ
れ
、

あ

虫
あ
の
時
の
草
で
あ

っ
た
か
と
、

年
を
取
る
と
忘
れ

る
も
の
だ
ね
と
大
笑
い
を
数
し
た
が
、

今
富
樫
氏
が
示
さ
れ
た
草
を
私
も
忘
れ
て
し
ま

っ
た
が
、

苦
し
か

っ
た
事
が

一
本
の
草
で
思
い
出
と
な
り
、

両
氏
が
当
時
を
思
い
出
し

て
感
懐
無
量
で
あ

っ
た
事
だ
ろ
う
と
ほ
ほ
え
ま
し
く
感
じ
た
。

富
樫
氏
が
能
代
小
林
区
署
に
赴
任
当
時
は
新
婿
の
ほ
や
ほ
や
で
、

清
助
町
の
貸
家
に

住
ん
で
お

っ
た
時
の
事
で
あ
る
。　

一
日
奥
様
が
主
人
の
仕
事
を
見
な
が
ら
海
岸
に
出
て

ハ
マ
ボ
ー
フ
を
見
つ
け
て
そ
の
茎
を
二
、

三
本
取

っ
て
帰
り
、

夕
食
の
吸
物
に
薬
味
と

し
て

ハ
マ
ボ
ー
フ
の
茎
を
入
れ
て
富
樫
氏
に
出
し
た
ら
、

こ
れ
は
何
ん
だ
、　

ハ
マ
ボ
ー

フ
の
茎
で
は
な
い
か
。

我

々
が

一
本
の
車
で
も
多
く
し
よ
う
と
毎
日
苦
心
を
し
て
お
る

の
に
お
前
か
取

っ
て
来
る
と
は
何
事
だ
。

今
す
ぐ
こ
の
茎
を
持

っ
て
行
き
元
の
所
に
植

え
て
来
い
と
、

本
当
に
目
か
ら
火
の
出
る
程
叱
ら
れ
た
。

あ
の
時
の
二
人
の
顔
を
思
い

出
す
Ｌ
今
で
も
ぞ

っ
と
す
る
と
奥
様
が
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

当
時
は
ワ
ラ
ジ
か
ゾ
ウ
リ
で
な
け
れ
ば
砂
防
地
の
中
に
は
い
れ
な
か
っ
た
。

若
し
下

駄
や
靴
を
は
い
て
中
に
入
る
と
、

頭

か
ら
ど
な
ら
れ
た
も
の
だ
。

そ
れ
は
下
駄
の
出
の

跡
や
靴
の
跡
で
砂
地
に
凹
凸
が
で
き
、

そ
こ
に
風
が
吹
き
こ
ん
で
凹
内
が
段
々
大
き
く

な
り
砂
地
を
荒
す
原
因
に
な
る
と
い
う
事
で
、

当
時
の
こ
と
は
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

程
秒
地
に
対
し
て
真
剣
に
考
慮
す
る
と
共
に
、

加
何
に
神
経
を
使

っ
た
か
想
像
に
池
す

る
も
の
が
あ
る
。

九



海
岸
砂
地
造
林
芋
英
五
十
年
の
歩
み

富
樫
氏
は
寝
食
を
忘
れ
海
岸
砂
防
に
沈
颯
し
、

遂

に
今
で
い
え
ば

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な

り
、

ニ
ケ
月
ば
か
り
体
奏

し
た
事
が
あ

っ
た
。

そ
れ
も
署
長
に
進
め
ら
れ
て
休
求
し
た

の
で
あ
る
。

今
に
し
て
思
え
ば
宮
樫
氏
の
こ
の
ノ
ィ

ロ
ー
ゼ
か
ら
能
代
海
岸
秒
防
林
が
成
功
し
た

も

の
と
思
う
。

一
、

山
火
事
に
つ
い
て

か
よ
う
に
し
て
苦
心
を
し
て
よ
う
や
く
成
林
し
た
人
工
林

（
大
工
十
四
年
よ
り
昭

和
十
年
頃
の
植
栽
個
所
）
も
昭
和
十
八
年
九
月

一
日
、

日
躍
日
午
前
九
時
頃
、

現
在

の
展
望
台
よ
り

一
〇
〇
米
位
下
の
造
林
地
旧
展
聖
台
下
の
造
林
地
か
ら
出
火
、

高
括

の
風
に
あ
お
ら
れ
、

み
る
み
る
う
ち
に
火
は
林
内
に
拡
が
り
、

止
ま
る
こ
と
も
知
ら

ず
焼
け
広
が
り
、

当
時

は
松
下
造
船
は
な
や
か
な
り
し
頃
で
、

そ
の
工
員

一
、Ｏ

Ｃ

Ｏ

人
、

消
防
団
員
及
び

一
般
の
人
々
の
応
援
者
含
せ
て

一
一、Ｏ
①
Ｏ
人
位
で
消
火
に

務
め
、

防
火
線
を
切
り
開
き
必
死
の
消
火
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

焼
尽
せ
る
も
の
は
全

部
焼
尽
し
、

下
浜
の
林
縦
で
よ
う
や
く
消
火
し
た
。
自
然
に
消
火
し
た
と
い
っ
た
方

が
良
い
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
焼
失
面
積
実
に
二
十

一
物
、

二
十
年
内
の
苦
心
の
結

晶
も

一
朝
に
し
て
消
失
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

原
因
に
つ
い
て
は
、

遂

に
不
明
で
あ

っ
た
が
、

四
、

五
人
の
子
供
が
林
内
に
お
い

て
火
遊
び
し
た
結
共
で
は
な
い
か
と
い
う
線
が
強
か

っ
た
。

昭
和
十
九
年
に
そ
の
焼
い

失
区
域
に
補
植
し
、

現
在
で
は
ど
こ
が
消
失
し
た
個
所
か
当
時
者
で
な
け
れ
ば
そ
の

境
が
わ
か
ら
な
い
程
生
百
し
て
い
る
。

や
、

大
東
亜
戦
争
中
に
お
け
る
被
害
と
復
旧

大
東
亜
戦
争
遂
行
の
た
め
に
は
不
急

の
工
事
は

一
切
認
め
ら
れ
ず
、

予
算
の
重
点

は
戦
争
の
た
め
に
組
ま
れ
た
。

そ
の
た
め
に
海
岸
砂
防
工
事
の
よ
う
な
戦
争
に
関
係

の
な
い
も
の
は

一
切
予
算
は
認
め
ら
れ
ず
、

放
世
の
状
態
に
置
か
れ
た
。

そ
の
た
つ

海
岸
砂
防
林
の
生
命
線
で
あ
る
前
砂
丘
は
破
壊
さ
れ
「
そ
れ
よ
り
風
列
を
起
し
て
飛

砂
は
扇
の
如
く
広
か
り
、

用
捨
な
く
林
内
を
吹
き
つ
け
、

前
述
し
た
よ
う
な
林
緑
は

堆
秒
垣
の
作
用
し
、

林
木
は
ど
し
ど
し
埋
没
枯
死
せ
し
め
こ
の
作
用
が
ど
ん
ど
ん
内

陸
に
進
入
し
、

戦
時
の
五
ケ
年
間
、

秒
防
林
の
破
壊
さ
れ
た
面
積
は
約
六
①
筋
に
及

び
、

往
時
の
飛
砂
激
甚
の
様
相
を
塁
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
〇

昭
和
二
十
三
年
以
降
予
算
化
さ
れ
復
旧
工
事
に
全
力
を
尽
す
こ
と
に
な

っ
た
が
、

あ
ま
り
に
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
で
何
に
か
ら
手
を
付
け
て
良
い
か
、
と
ん
と
見

当
が
つ
か
な
い
。

当
時
の
能
代
営
林
署
の
経
営
課
長
は
住
友
重
久
技
官

（
北
大

林
出
）
（
前
秋
田
営

林
局
土
木
課
長
）
で
あ

っ
た
が
、

毎
朝
出
勁
前
に
セ
パ
ー
ト
を
つ
れ
て
海
岸
に
出
て

は
使
害
地
と
に
ら
め

っ
こ
を
し
て
検
討
し
た
が
、

こ
れ
と

い
う
決
定
的
な
方
法
が
な

く
、

思
い
き

っ
て
主
砂
丘

（
前
砂
丘
の
後
方
砂
丘
）

に
全
力
を
尽
し
復
旧
し
よ
う
と

し
た
が
、

ど
う
し
て
も
主
秒
丘
の
足
を
堀
り
取
ら
れ
結
果
が
史
く
な
い
。
前
秒
丘
と

主
砂
丘
の
距
離
を
測
量
し
た
結
果
、

距
郎
が
有
り
す
ぎ
て
い
る
事
を
知
り
、

主
秒
丘

を
二
十
米
前
方
に
設
置
し
て
よ
う
や
く
安
定
し
た
秒
丘
が
出
来
た
。

主
砂
丘
の
安
定

を
見
て
更
に
重
点
を
前
砂
丘
に
於

い
て
施
工
す
る
こ
と
に
し
た
。

後
方
砂
丘
と
海
酌

に
変
る
傾
斜
角
を
三
度
に
す
る
為
に
は
ど
う
し
て
も
前
秒
丘
の
秒
丘
高
を
五
米
の
高

さ
に
持

っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
前
砂
丘
高
を
五
米
と
し
て
計
画
を

組
ん
で
施
行
を
行
な
っ
た
が
、

仲

々
五
米
ま
で
に
高
め
る
事
が
出
来
な
い
。
旧
椰
村

方
面
は
飛
秒
量
が
多
く
計
画
高
ま
で
は
違
す
る
が
、

能
代
に
近
づ
く
に
随
い
飛
砂
量
・

が
少
な
く
計
画
高
に
達
し
な
い
。

秒
丘
頂
は
原
則
と
し
て
水
平
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、

計
画
を
変
更
し
て
四
・七
〇
米
で
前
砂
丘
を
固
定
し
た
。

そ
の
後
安
定
し
た
個
所
に
ク
ロ
マ
ツ
を
植
栽
し
た
が
、

冬
期
間
に
お
け
る
強

い
季

節
風
の
た
め
飛
砂
と
雪
に
埋
没
枯
死
し
、

埋
没
し
な
い
も
の
は
潮
風
に
や
ら
れ
活
着

が
非
常
に
悪
く
、

試
験
的
に

○
・五
物
の
所

へ
高
さ

一
米
二
①
の
萱
賛
の
防
風
垣
を

作
り
保
護
す
る
こ
と
に
し
、

そ
の
結
果
を
み
た
が
最
悪
の
結
果
に
な

っ
た
。
そ
れ
は

防
風
垣
か
堆
砂
垣
の
作
用
を
起
し
て
防
風
垣
内
は
秒
と
雪
の
互
層
を
な
し
て
雅
秒
地

に
な
り
、

そ
の
堆
砂
を
整
理
し
根
起
し
ま
で
に
使
用
し
た
作
業
員
数
は
私
の
記
憶
で

は

一
三
〇
人
柱
か
け
た
が

①
・
五
物
の
部
分
は
全
滅
し
た
。

考
え
る
に
防
風
垣
は
普

通
の
交
賛

の
比
率
で
は
飛
秒
の
多
い
所
で
は
堆
砂
丘
に
な
り
、

逆
の
効
果
に
な
る
の

で
防
風
垣
は
飛
秒
の
量
に
よ
り
目
の
荒

い
も
の
、

即
ち
空
間
の
比
の
大
な
る
も
の
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
身
を
も

っ
て
体
験
し
た
。

な
お
、

こ
こ
に
附
記
し
て
お
き
た
い
事
は
能
代
砂
防
林
を
戦
前
と
戦
後
に
分
け
、

戦
前
に
お
け
る
功
績
は
富
樫
兼
治
郎
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、

戦
後
は
住
友
重
久



氏
の
功
績
に
よ
る
も
の
で
、

両
氏
に
対
し
て
深
く
そ
の
功
績
を
称
讃
し
感
謝
す
る
も

の
で
あ
る
。

や
、

編
柵
工
に
つ
い
て

前
砂
丘
も
固
定
し
後
方
ま
で
植
栽
を
完
了
し
た
が
、

飛
秒
の
生
産
源
は
前
砂
丘
前

方
汀
線
ま
で
の
秒
地
で
あ
る
。

こ
の
地
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
飛
秒
を
喰

い
止
め
る
事
が
出
来
な
い
。

そ
れ
で

前
砂
丘
前
方
生
草
限
界
ま
で
の

一
〇
〇
米
の
間
を
ア
キ
グ
ミ
と
秒
草
を
以

っ
て
，縄
９

こ
と
と
し
、

工
事
を
進
め
た
が
仲

々
飛
砂
の
量
を
喰
い
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

な
に
し
ろ
米
代
川
か
ら
流
砂
量
が
年
内

一ハ
、八

〇
０
３れ

も
有
る
の
で
、

手
も
足
も
出

な
い
。

折
角
植
栽
の
ア
キ
グ
ミ

（
筋

当
り
四
万
本
）
は
枯
死
寸
前
に
あ
る
。
　
当
時
〓

局
治
産
係
長
荒
井
氏
が
こ
の
状
態
を
見
て
ア
キ
グ
ミ
が
全
滅
し
て
お
る
で
は
な
い
か

始
末
書
を
書
け
、

と
迫
ら
れ
た
が
、

私
は

ア
キ
グ
ミ

は
枯
死
し
て
い
る
の
で

は
な

い
、

砂
地
が
安
定
次
第
又
芽
を
ふ
き
出
す
か
ら
始
末
書
を
書
く
理
由
は
な
い
。

す

っ

た
も
ん
だ
で
遂

に
始
末
書
を
出
さ
な
い
で
し
ま

っ
た
。

そ
こ
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
い
喰
い
止
め
る
に
は
唯

一
の
一柵
制

工
よ
り
な
い
が
、

は
た
し
て
汀
線
よ
り
五
〇
米
の
個
所
の
生
革
限
界
で
編
柵
工
が
耐

え
得
る
や
い
な
や
確
信
を
も
て
な
い
。

当
時
海
岸
砂
防
は
営
林
署
で
計
画
し
、

能
代
担
当
区
主
任
が
実
行
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お

っ
た
の
で
、

当
時
の
担
当
区
主
任
藤
田
喜
代
治
氏
に
相
談
を
し
米
代
河
畔
国

有
地
境
よ
り
延
長

一
〇
〇
米
間
に
試
験
的
に
堆
秒
垣
で
砂
丘
を
作
り
、

そ
の
工問
方
を

編
さ
く
工
で
固
定
せ
し
め
る
事
に
し
て
、

先
ず
堆
砂
垣
を
造
り
試
験
を
行
な

っ
た
と
・

こ
ろ
、　

一
冬
で
完
全
な
秒
丘
が
で
き
編
さ
く
工
の
可
能
性
を
確
信
し
、

当
時
の
局
治

産
係
長

（荒
井
氏
の
後
任
）
大
里
教
官
に
予
算
の
請
求
を
し
た
が
、

仲

々
承
知
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
鶴
岡
、

酒
田
、

本
荘
全
部
が
こ
の
編
さ
く
工
を
行
い
失
敗
し
て
い

る
の
で
能
代
も
そ
の
轍
を
踏
む
か
ら
や
め
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
、

私
は
鶴
岡

酒
田
、

本
荘
、

能
代
の
海
岸
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
違

っ
た
個
性
が
あ
り
、

外
の
営
林
署
，

で
次
改
し
た
か
ら
能
代
も
失
敗
す
る
と
は
言
い
き
れ
な
い
。

能
代
は
必
ず
成
功
す
る
】

か
ら
予
算
化
し
て
く
れ
る
よ
う
二
年
間
に
わ
た
り
頼
ん
だ
が
、

駄
目
で
あ

っ
た
。

ヨ

年
目
の
予
算
に
丁
度
前
砂
丘
に
三
本
の
堆
秒
垣
を
計
画
し
て
お
っ
た
が
、

そ
の
年
は

海
岸
砂
地
造
林
事
美
五
十
年
の
歩
み

幸

か
不
幸

か
飛
砂
量
か
予
定
よ
り
不
足
で
あ

っ
た
の
で
二
本
で
充
分
で
あ

っ
た
。

本
来
な
ら
ば
不
実
行
の
変
更
予
定
案
を
組
み
、　

一
本
の
予
算
を
返
上
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、

私
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
編
さ
く
工
の
基
礎
造
り
を
し
た
い
。

考
え
、

迷

い
、

最
後
の
結
論
と
し
て
私

一
人
が
責
任
を
と
れ
ば
よ
い
こ
と
だ
。

富
樫
氏
が
常
に
私
に
、

充
分
に
検
討
し
、

こ
れ
が
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
確
信
を

持

っ
た
ら
実
行
す
る
こ
と
だ
。

そ
の
結
果
失
敗
し
て
も
よ
い
。

だ
が
失
敗
を
失
敗
と

。し
な
い
で
三
度
と
そ
の
轍
４
暦
ま
な
け
れ
ば
そ
れ
で
良
い
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
、

こ
の

一
本
の
堆
砂
垣
に
私
の
海
岸
砂
防
の
生
命
を
か
け
よ
う

と
決
心
し
、

汀
線
よ
り
五
〇
米
の
処
、

す
な
わ
ち
生
草
限
界
に
成
功
を
祈
り
な
が
ら

施
行
を
行
な

っ
た
。

そ
の
後
心
配
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
季
節
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
時

な
ど
垣
が
や
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
張
り
を
続
け
た
が
な
ん
で
も
な
い
。

段
々

秒
が
堆
り
良
い
状
態
に
な

っ
て
い
く
、

こ
れ
は
し
め
た
と
春
を
待

っ
た
。
そ
の
春
ま

で
の
長
か
っ
た
こ
と
。

二
、

三
ケ
月
が

一
年
に
も
思
わ
れ
た
。

春
に
な

っ
て
堆
秒
垣
を
調
べ
た
ら
私
の
思

っ
た
よ
う
に
完
全
な
秒
丘
が
造
９
出
さ

れ
た
。

そ
の
嬉
し
か

っ
た
こ
と
、

今
で
も
忘
れ
得
ぬ
快
事
で
あ

っ
た
。

そ
の
足
で
早

速
局
治
山
係
長
の
大
里
氏
に
電
話
し
、

能
代
海
岸
に
重
大
な
異
変
が
起

っ
た
か
ら
至

急
出
張
し
て
来
る
よ
う
頼
ん
だ
ら
翌
日
早
速
来
能
し
て
、

何
ご
と
が
起
き
た
の
か
と

驚

い
て
飛
ん
で
来
た
が
、

何
に
が
起
き
た
の
か
と
い
う
の
で
、

論
よ
り
証
拠
と
い
う

こ
と
が
あ
る
か
ら
、

先
ず
現
地
ま
で
同
伴
し
て
く
れ
と
二
人
で
現
地
に
行
き
現
場
を

説
明
し
、

こ
れ
で
も
能
代
に
防
浪
編
柵

の
予
算
掲
上
を
し
な
い
の
か
と
つ
め
よ

っ
た

ら
、

大
里
氏
も
驚

い
て
、

い
や
こ
ん
な
に
立
派
に
出
来
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

大

い
に
や
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
私
の
秒
防
の
生
命
も
つ
な
が
り
、

予
算

も
思
う
と
お
り
出
し
て
く
れ
た
の
で
、

現
在
の
よ
う
な
防
浪
編
柵
を
造
り
、

内
部
に

吹
き
込
ん
で
く
る
飛
秒
の
量
も
少
な
く
な
り
、

前
に
始
末
書
事
件
ま
で
起
し
た
ア
キ

グ
ミ
も
芽
を
出
し
、

安
定
し
て
ク
ロ
マ
ツ
の
植
栽
ま
で
可
能
な
状
態
に
ま
で
安
定
し
ヽ

た
。

↓
、

作
業
道
路
と
前
秒
丘
の
固
定
に
つ
い
て

昭
和
三
十
四
年
頃
ま
で
は
資
材
を
現
場
ま
で
運
ぶ
の
に
砂
ば
か
り
の
小
径
を
リ
ヤ

カ
ー

一
台
に
作
業
員
五
、

六
名
で
よ
う
や
く
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ

っ

三



海
岸
秒
地
お
林
事
業
五
十
年
の
歩
み

た
の
で
、

そ
の
不
経
済
な
こ
と
と
作
業
工
程
の
不
合
理
な
こ
と
を
思
い
、

作
業
道
路

の
計
画

（
こ
の
事
は
も

っ
と
以
前
、

い
や
海
岸
砂
防
計
画
の
当
初
か
ら
や

っ
て
い
た

な
ら
、

も

っ
と
も

っ
と
急
速
に
工
事
が
進
み
経
済
的
に
も
余
有
が
出
来
た
も
の
と
思
一

わ
れ
ま
す
が
、

当
時
は
道
路
の
問
題
よ
り
砂
防
の
事
で
忙
殺
さ
れ
、

道
路
な
ど
返
り
″

み
る
暇
が
な
か
っ
た
と
思
う
が
）
を
当
時
の
署
長
田
中
厳
氏
に
提
出
し
た
処
、

私
よ

り
も

っ
と
遠
大
な
る
計
画
を
示
さ
れ
た
。

署
長
の
計
画
に
よ
れ
ば
万

一
の
こ
と
を
考
え
、
自
動
車
ポ
ン
プ
が
自
由
に
通
れ
る

よ
う
に
す
る
事
、

ど
こ
に
も
入
れ
る
よ
う
に
巡
環
道
路
に
す
る
事
、

貯
水
池
を
一四
ケ

所
位
作
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
、

こ
の
案
に
基
づ
き
計
画
を
組
ん
だ
。

先
ず
下
浜
部
落
か
ら
男
性
街
道
県
営
の
境
ま
で
を
幹
緑
道
路
と
す
。
消
防
腎
と
打
】

合
せ
を
行
い
、

巾
五
米
五
〇
に
路
面
を
広
げ
、

そ
の
幹
線
よ
り
四
本
の
支
線
を
海
岸

に
通
る
よ
う
道
路
を
計
画
し
、

昭
和
三
十
五
年
度
、

三
十
六
年
度
ニ
ケ
年
計
画
で
表
一

行
、

道
路
は
完
成
し
た
が
貯
水
池
ま
で
は
行
か
ず
、

唯
三
号
線
に
溺
水
を
利
用
し
た

貯
水
池

一
ケ
を
後
で
作

っ
た
だ
け
に
終

っ
た
。

道
路
が
完
成
し
た
が
ど
の
線
も
皆
行
止
ま
り
に
な

っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
巡
環

線

に
す
る
に
は
前
秒
丘
を
何
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
考
え
た
め
が

前
砂
丘
の
固
定
で
あ
る
。

だ
が
、

前
秒
丘
は
海
岸
砂
防
に
と

っ
て
は
最
も
重
要
な
生
命
線
で
あ
り
、

若
し
失

敗
す
る
な
ら
ば
砂
防
林
の
破
壊
に
も
な
り
か
ね
な
い
、

綿
密
に
計
画
を
行
な
わ
な
け

れ
ば
局
で
は
許
可
し
な
い
だ
ろ
う
。

案
の
定
、

第

一
回
目
は
局
に
は
ね
つ
け
ら
れ
た
。

は
ね

つ
け
た
理
由
は
前
砂
丘
頂

に
作
業
道
を
造
る
こ
と
は
前
砂
丘
を
破
壊
す
る
基
に
な
る
。
ど
う
し
て
も
造
る
な
ら

ば
も

っ
と
安
全
な
前
砂
丘
後
方
の
林
緑
に
造

っ
た
方
が
良
い
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
だ
。

最
も
な
案
で
あ
る
。

私
も
局
に
お

っ
た
ら
危
険
な
秒
丘
頂
に
作
業
道
を
造
る

よ
り
砂
丘
足
の
低
い
と
こ
ろ
に
安
全
な
道
路
を
造

っ
た
方
が
良
い
と
言

っ
た
か
も
知

れ
な
い
。

で
も
、

私
の
考
え
で
は
外
に
目
的
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

前
砂
丘
頂
に
道
路
を
造
れ
ば
、　

一
方
は
海
を
望
み
他
方
に
は
海
岸
林
を

一
望
に
見

ら
れ
る
能
代
市
の
観
光
道
路
と
し
て
県
の
道
路
と
結
び
つ
け
、

ロ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

一
二

浅
内
の
国
道
に
結
ぴ
つ
け
、　

一
大
観
光
道
路
を
夢
見
て
計
画
し
た
の
で
、

何
ん
と
し

て
も
前
砂
丘
頂
を
安
全
に
し
か
も
自
動
車
が
自
由
に
通
れ
る
道
路
に
し
た
か
っ
た
。

そ
れ
に
は
局
を
説
き
伏
せ
る
言
実
を
も
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

過
去
に
お
け
る

秒
丘
頂
の
固
定
に
用
い
た
工
類
を
列
べ
、

例

へ
ば
ア
キ
グ
ミ
を
用
い
て
固
定
し
よ
う

と
し
た
が
、

濯
木
に
よ
る
固
定
は

一
様
に
繁
茂
す
る
も
の
で
な
く
、

繁
茂
す
る
と
こ

ろ
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
出
来
る
。

繁
茂
し
た
と
こ
ろ
は
砂
が
堆
積
し
出
を
作
り
、

繁
茂
し
な
い
と
こ
ろ
は
反
対
に
砂

丘ヽ
頂
を
削
り
取
ら
れ
、

水
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
秒
丘
頂
が
不
規
則
な
不
安
定
な

秒
丘
頂
に
な
る
。

又
第
二
種
編
柵
工
を
行
な

っ
た
が
砂
丘
頂
は
水
平
に
保
て
る
が
恒

久
性
か
な
く
、

四
、

五
年
で
新
た
に
編
柵
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

秒
車
に
よ
る
固
定
も
ア
キ
グ
ミ
の
様
に

一
様
に
繁
茂
し
な
い
こ
と
な
ど
例
に
と
り

こ
れ
ら
の
過
去
の
例
を
あ
げ
、

ど
う
し
て
も
砂
丘
頂
は
土
砂
石
で
回
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
方
法
が
前
砂
丘
頂
を
固
定
す
る
最
良
の
方
法
で
あ
る
事
を
強
調
し
、

又
砂
丘
の
足
の
傾
斜
は
大
体
五
度
で
あ
り
、

強
風
の
場
合
で
も
こ
の
傾
斜
角
に
吹
付

け
た
風
も
、

五
度
か
ら
六
度
位
の
角
度
で
上
昇
す
る
の
で
砂
丘
頂
は
安
全
で
あ
り
、

局
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
心
配
が
な
い
こ
と
も
強
調
し
た
。

幸

い
な
こ
と
に
当
時
の
局
の
治
山
課
長
は
能
代
市
清
助
町
の
出
身
で
、

金
谷
与
十

郎
氏
で
あ

っ
た
の
で
気
楽
に
話
が
出
来
、

能
代
市
の
た
め

一
ツ
金
谷
様
が
秋
田
局
の

治
山
課
長
と
し
て
こ
の
工
事
を
や

っ
た
と
足
跡
を
残
し
て
下
さ
い
と
頼
ん
だ
ら
、

君
、

確
信
が
有
る
の
か
、

君
が
本
当
に
確
信
が
有
る
な
ら
ば
や

っ
て
み
よ
う
、

と
予

算
二
百
万
円
を
出
し
て
く
れ
た
の
で
、

昭
和
三
十
八
年
四
月
、

五
月
両
月
で
前
砂
丘

頂
の
道
路
も
出
来
、

よ
う
や
く
希
望
通
り
の
路
線
を
確
保
出
来
、

ど
こ
か
ら
で
も
自

動
車
が
国
有
林
に
入
り
巡
廻
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

悪
い
こ
と
に
自
動
車
道
が
出
来

た
と
た
ん
に
自
動
車
で
ゴ
ミ
を
運
び
、

国
有
林
内
に
捨
て
る
者
で
続
出
し
た
。

我

々
が
砂
防
林
の
保
護
と
能
代
市
の
観
光
及
び
市
民
の
慰
い
の
地
と
し
て
考
え
出

し
た
こ
の
案
も
、

こ
れ
等
悪
徳
者
の
た
め
に
利
用
さ
れ
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
如
何
に
も
残
念
で
あ
る
。

能
代
市
民
の

（
一
部
の
人
）
公
徳
心
の
低
さ
を
痛
切
に

感
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

市
当
局
者
に
、

何
ぜ
、
も

っ
と
あ
の
道
路
を
利
用
し
な
い
の
か
、

ロ
ケ
ッ
ト
セ
ン



タ
ー
に
行
く
に
し
て
も
交
通
量
の
多
い
国
道
を
通
り
、

曲
折
の
多
い
浅
内
部
落
肉
を

通
る
よ
り
も
、

砂
防
林
内
に
入
る
と
環
境
も
良
く
、

危
険
性
も
な
く
、

ほ
ぼ

一
直
線

に
Ｐ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
行
け
る
で
は
な
い
か
。
し
か
も
大
半
は
市
道
で
あ
る
。

も

っ
と
利
用
す
べ
き
で
あ
る
、

ア
ペ
ッ
ク
の
た
め
の
道
路
で
は
な
い
と
強
調
し
た
こ

と
が
あ
る
。

や
、

大
開
浜
海
岸

（落
合
浜
）
に
つ
い
て

昭
和
八
年
、

農
業
土
木
事
業
に
よ
っ
て
施
業
を
始
め
た
。

こ
の
大
開
浜
の
事
業
は
渡
郡
六
七
八
氏

（
渡
部
伯
文
の
御
尊
父
）
が
い
な
か
っ
た

ら
落
合
部
落
は
土
地
の
合
併
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
ろ
う
。

渡
部
さ
ん
は
昔
か

ら
こ
の
地
方
を
開
回
し
た
人
で
、

落
合
部
落
に
は
随
分
威
力
の
あ
る
人
で
、

し
か
も

真

に
能
代
を
誰
る
に
は
側
面
よ
り
護
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
て
大
開
浜
の
秒
防
を

計
画
し
た
の
で
、

及
牧
地
も

一
部
編
入
し
工
事
地
に
含
め
た
。

大
開
浜
海
岸
秒
防
に

つ
い
て
は
、

か
げ
に
渡
部
六
七
八
氏
の
功
績
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

当
時
の
営
林
署
の
担
当
者
は
浜
野
寛
氏

（
東
大
林
）
で
あ

っ
た
が
、

浜
野
氏
の
計

画
は
平
坦
地

（
当
時
の
落
合
浜
は
舌
状
丘
が

一
ケ
所
あ

っ
た
が
大
体
平
現
地
で
あ

っ

た
）
の
ま
ま
丘
頂
角
度
な
ど
は
考
え
ず
に
そ
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
に
人
工
秒
丘
を
三
本

入
れ
る
計
画
で
あ

っ
た
。

た
ま
た
ま
富
樫
氏
が
能
代
に
来
て
、
こ
の
計
画
は
間
違

っ
た
計
画
で
あ
り
、

平
里

な
土
地
に
同

一
の
高
さ
の
砂
丘
を
造
る
事
は
第

一
の
砂
丘
が
破
壊
さ
れ
る
と
第
二
、

第
三
の
秒
丘
も
ほ
ぼ
同
じ
に
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

後
方
の
秒
丘
を
高
く

第
二
は
そ
れ
よ
り
低
く
、

第
二
は
第
二
よ
り
低
く
し
、

各
の
秒
丘
頂
が
海
上
で
結
が

線
が
三
度
前
後
に
も

っ
て
い
っ
た
方
が
よ
い
で
は
な
い
か
と
進
言
し
た
が
、

浜
野
氏

は
自
分
の
持
論
を
ゆ
ず
ら
ず
、

抗
諭
に
な

っ
た
が
、

浜
野
氏
は
東
大
の
本
科
出
で
あ

り
、

富
樫
氏
は
東
大
附
属
実
科
出
で
あ
る
た
め
、

富
樫
氏
も
あ
ま
り
強
く
も
い

わ
れ

ず
、

浜
野
氏
に

一
歩
譲

っ
た
形
で
引

っ
こ
ん
だ
が
、

そ
の
両
者
の
優
劣
が
大
東
亜
戦

争
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
た
。

大
開
浜
は
非
常
に
威
績
が
良
く
八
分
通
り
の
完
成
に
近
ず
い
て
お

っ
た
が
、

後
谷

地
同
様
戦
争
の
様
牲
と
な
り
、

後
谷
地
以
上
の
被
害
を
受
け
、

低
と
ん
ど
全
減
に
近

い
程
の
様
相
を
塁
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

海
岸
秒
地
造
林
軒
来
五
十
年
の
歩
み

わ
ず
か
米
代
川
河
畔
に
五
施
位
残

っ
た
位
で
あ

っ
た
。

そ
の
原
因
は
第

一
砂
丘
が
破
壊
さ
れ
る
と
同
時
に
第
二
、

第
三
秒
丘
も
破
壊
さ
れ

た
。　

一
口
で
い
う
な
ら
ば
同
時
に
全
砂
丘
が
破
収
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

富
樫
氏
の
説
の
と
お
り
秒
丘
頂
に
傾
斜
角
を
つ
け
て
お
け
ば
、

第

一
の
秒
丘
を
破

壊
さ
れ
て
も
第
二
砂
丘
で
喰
止
め
、

第
二
砂
丘
が
破
映
さ
れ
た
ら
第
三
で
喰
止
め
、

時
間
を
か
せ
ぎ
得
て
、

こ
ん
な
に
ひ
ど
い
被
害
に
は
な
ら
な
か

っ
た
ろ
う
と
、

今
考

え
る
と
富
樫
氏
の
論
の
正
し
が

っ
た
こ
と
と
先
見
の
明
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。戦

後
二
十
三
年
よ
り
鋭
意
砂
丘
の
復
旧
に
努
力
し
た
が
、

仲

々
思
い
通
り
に
い
か

な
い
。

後
谷
地
国
有
林
は
後
方
に
有
力
な
る
林
が
あ

っ
て
援
護
し
て
く
れ
る
が
、

大
開
浜

は
面
積
も
少
く
、

又
奥
行
も
あ
ま
り
な
く
、

砂
防
工
事
と
し
て
は
非
常
に
困
難
な
場

所
で
あ
り
、

ど
う
し
て
も
援
護
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

幸

い
後
方
に
市
有
地
が
あ
り
、

市
実
行
で
ク
ロ
マ
ツ
を
植
栽
し
て
も
ら
う
よ
り
手

が
な
い
と
考
え
、

当
時
の
担
当
者
住
友
重
久
課
長
が
能
代
市
長
に
会
い
、

（当
時
の

市
長
は
現
柳
谷
市
長
で
あ

っ
た
）
大
開
浜
の
実
情
を
訴
え
、

市
有
地
に
ク
ロ
マ
ツ
を

植
栽
し
て
、

い
わ
ば
援
護
射
撃
を
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
大
開
浜
岸
の
秒
防
工
事
は
打

切
り
に
す
る
と
説
明
し
た
。

市
長
は
能
代
市
の
た
め
の
工
事
で
あ
り
、

能
代
市
で
も
出
来
る
だ
け
の
援
護
射
撃

を
後
方
に
植
栽
し
よ
う
と
、

心
よ
く
承
認
し
て
い
た
だ
き
、

翌
年
よ
り
市
で
は
ク
ロ

マ
ツ
の
植
栽
を
初
め
た
。

そ
の
効
果
が
で
た
も
の
か
、

工
事
は
ど
ん
ど
ん
進
行
し
、

現
在
の
大
開
浜
に
ク
ロ

マ
ツ
が

ス
ク
ス
ク
と
生
長
し
、

生
育
も
非
常
に
よ
く
、

砂
防
の
効
果
を
現
わ
し
つ
つ

あ
る
こ
と
は

一
重
に
住
友
課
長
と
市
長
の
理
解
あ
る
援
助
の
賜
も
の
で
あ
る
事
を
明

記
し
た
い
。

現
在
、

能
代
温
泉
の
計
画
が
大
開
浜
海
岸
秒
防
林
の
後
方
に
計
画
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、

今
後
温
泉
の
附
帯
工
事
と
し
て
色
々
と
計
画
さ
れ
る
事
と
思
う
が
、

特
に
海
岸
ま
で
の
散
歩
道
路
及
び
海
水
浴
場
と
色
々
と
計
画
さ
れ
る
と
思
う
が
、

願

わ
く
ば
能
代
市
を
飛
秒
の
害
か
ら
護
る
た
め
に
長
年
の
努
力
と
莫
大
な
投
資
に
よ
り

一
一一一



海
岸
秒
地
消
朴
事
業
五
十
年
の
歩
ス

よ
う
や
く
砂
防
林
の
効
果
を
晃
し
つ
つ
あ
り
、

今
が

一
番
大
切
な
時
に
当
る
れ
岸
砂

防
林
を
破
壊
に
導
く
よ
う
な
計
画
は
厳
に
つ
つ
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
常
に
営
林
署
の
当
事
者
と
締
密
な
る
打
合
せ
を
行
い
、

海
岸
秒
防

林
を
中
心
に
し
た
最
も
球
坑
の
よ
い
能
代
温
泉
が
出
来
上
る
よ
う
切
望
致
し
ま
す
。

（鈴
木
王
孝
記
）

一
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年 度

大正 10

11

12

13

14

15

昭和  2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

表

実 行 経 費
現在の物価価格
に換算すれば

円

972,857.00

630,431.40

977,367.60

496,701.80

797,093.70

674,351.42

633,957.80

1,658,157.60

1,729,535880

2,481,154,94

2,302,776.22

7,048,239,98

7,237,505.70

1,012,861.54

3,107,563.16

3,486,321,40

1,594,791.60

2,652,122.60

5,348,177.00

3,349,784.68

3,740,953.61

4,706,429.58

4,590,742.tltl

3,422,764.16

2,768,499.50

44,065,227.00

303,699,446.55

172,615,322.00

円

2,5601150

1,659.030

2,572.020

1,307.110

2,097.615

1,774.609

1,668。310

4,363.570

4,551.410

6,495.170

6,028.210

18,450,890

18,946。350

2,651.470

7,899.370

9,174.530

4,196.820

6,979.270

14,074.150

8,838.482

9,870.590

12,418.020

12,080.900

9,031.040

7,343.500

120,726.650

912,010.350

682,274.000

11.50

17.48

6.59

45.88

0。35

20。37

17.13

12.22

10.02

18.60

17.93

考備

年平均指数は昭和 4tl年日銀統

計局の卸売物価指数により算出

しました。

なお、この経費には首木の価格

は算入しておりません。

後谷地の造林地 236.72カα

大開浜の造林地 22.68カα

言Ⅲ        259.40カα

になります。

これに要した苗木筋当り10,000

本、 2,594,Otllj本になり、補植

を 3割 と見て 778,200本、 計

3,372,200本とな,ます。

今年度 1回床者の2年生クロマ

ッの公定価格は 5円 20で ぁり

ますので、金額に換算すれば

3,372,2007ドx5F120==17,535,440

円の高木代となります。

この金額は算入されておりませ

ん事を附記しておきます。

年 度 実 行 経 費

昭 和 24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

凱

35

36

37

38

39

40

41

42

43

952,514.220

1,241,850.000

2,014,829.000

2,344,994.000

4,696,542.000

5,704,185,000

4,890,040。000

3,650,582.000

5,271,184.000

2,729,492.000

6,319,502.000

5,703,308.000

5,459,912.000

3,484,638.000

6,131,151.000

4,839,438.000

3,204,358.000

2,976,287.000

3,420,000.000

3,880,000,000

80,806,8499806 {ジスキP5:it,

0.33

0。40

0.90

円

163,832,445.84

166,407,900.00

77,570,916.50

74,570,809.20

138,078,334.80

181,393,083.00

136,921,120.00

102,216,296.00

64,308,444.80

98,807,610。40

206,647,715。40

164,825,601.20

138,135,773.60

109,069,169。40

153,278,775.00

117,598,343.40

57,678,444.00

2,976,287.00

3,420,000.00

3,880,000.00

2,749,328,206。12

| ス

ギ

{

ス ギ

6.59

11.45

1 , 1 6

4.66

33.14

1.49
2.29
1.65
4 . 1 0

3.40

0.66

12.23

大開浜
後谷地
大開浜

″ 3 6年 ～ 3 8年

後谷地

考   |

千
~十 一一

|

|



表覧者係関代歴

係治長長

氏氏氏名氏名

ごく  「 4   Jこ

子千  ヵ宅  ri  BIJ

米沢谷 恵  蔵

原 田  覚  二

長 沼    厳

甲 川  正  女

大 潟出 新  古

九 岡  繁 汗、郎

フH 村  正  己

戦 川  信  夫

1渡 会 信 者

吉 枚  為  徳

滝 川  三  郎

1  馬 場 文 夫

4句  lll 〕頂 γ台

)1 口  llt 演F

寺 門    順

| 三 捕 三左術門

1高 橋 悌 二

Fl 中   厳

大 オ!   現

今fi  ガぐ     夢t

i高 橋 ほ 一

I  X  T F P菜

虻 川  l i i五郎

イ「 昴lt 〕Jl 『冊

明治 4 1  4 1 7

大 1 l i  1 2  1  2 3

12  1 23
12  2 26

12  2 26
13   2  6

13.  2  6
日7千和 2 7 2 7

2.  7. 28
4.  5 28

4  5 29
6. 9 14

6.  9. 15
9.  7.  5

9  7.  6
10.  5 30

10.  5. 31
12  8. 10

12.  8。 11
16.  1. 20

16  1. 21
18  6. 13

18  6 14
19.  7. ]3

20.  1 18
2 1 . 4 . 8

2 1   4 .  9
22  4 29

22  5 10
23.  8. 30

23.  8 31
24  9. 29

24 10. 10
26  4. 15

26  4 15
29.  6. 20

29  6 21
32.  5. 25

32.  5 25
3 / 1  7  f ぢ1

3 1   8 .  1
36  4. 30

36  5,  1
38.  7. 16

38,  7. 16
4 3 .  9 .

4 3 .  9

行 服  兼 治郎

久 保 千代太郎

積 田  方  平

浜 FT・  日 完

小 片|〔 慶  己

小 林  ″ 三R悟

金 谷  仁  十

菅 谷    博

尾 崎  正  次

往 谷  ケ 十郎

田 口    稔

住 友 託 久

杉 村  敬  一

市i橋 ,災 一

工 藤 千代三RF

青 柳  吉  夫

安 阿  幸  夫

小 泉    流

板 坂 正 雄

中 rル 正  道

在 職 期 間  年 数

8.05

村 井  武  彦

上 村  系  一

石 橋  猪 車治

芳 賓  淳  造

工 藤  奉  也

孫 田  喜 代治

官 腰 労 夫

古 瀬    燥

加 藤 辰 舛'

在職lt8『1 年数
大正i:i 3118  0・03

11F和
1'i :i131 008

231 '!18 18,02

381 3118  001

2〕
・
811:  109

2?!181と:  501

銘:12128  204

38i を!を3  3.01

3:.段
2] 2.01

年 数

11.90

0 0 1

0 1 1

3 06

1 1 0

2 0 1

2.09

0 。1 1

2 02

3107

2 05

1 00

1 03

1 0 1

1.04

1 , 0 1

1 07

3 02

2 . 1 1

2.02

1.09

2.02

5.02

在職期間

不 明

現 在

1.00

0,03

3 0 1

3.08 1

鈴 木 重 孝
昭和

:致 1致2?

佐 藤 尚 雄   鋪
12.ギ2

以上治111事業は担当区主任が派務で実行し

たが、昭和 33年 12月 22日 事業所主任を

設置したので事業所主TTが実行した。

lTl呼1ケ三 昭和]::!ォi台
古 家  /】 打t

小 林 常 男

鈴 木 隆 三

戸 Π    文

藤 木    弘

桜 田 松 男

36  4.  5
3 F ) .  7 .  7

36.  7.  7
39. 8.  6

39.  8.  6
43.  4.  4

口召不口 43. 4. 4
45  8. 21

45  8 22
46.  7. 26

46.  7. 26

現  在

鈴 木 市 茅

次後4何肖区主TT

兼務となる。

昭和 40年 3月 31日事業所主任制度が廃[L

になったので、担当区主任が実行する。

2.05

1.00

現  在

治 山 事 業 所 主 イT

在 職 j研問  年 数

附 ]計【筈 α∞


